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第一章












　――サラサラと笹の葉が音をたてる。

（……涼しい）

　その音に耳を傾けて、少年――……小鳥遊たかなし慶一けいいちは目を閉じた。

（ああ、面倒だ）

　正午過ぎ。布団から這い出たはいいものの、彼はそのまま手探りで縁側に腰を下ろして、上半身だけ板張りの床に寝転がる。薄っすらと目を開けてみると、ふすまの向こうで人影が動いた。

（母さま？）

　母を恋しいと思う幼心は、まだ自分の中にある。だが、自分はどうしてだか弟たちのように無邪気に父母にじゃれつくことはできなかった。……いや、どうしてだか、ではない。それが何故かは、本当は明白である。

「ぼっちゃま」

　ふいにふすまが開いて、寝転がっていた自分とばあやの目が合った。

「……うん？　なに」

　寝転んだまま、わざとそう尋ねるとばあやの眉間に皺が寄る。

「起きられたのですね。ご体調はいかがです？　大奥様がお呼びですよ」

「わかった、問題ない」

　小さく顎を引いて起き上がる。さらりとした質感の綿の寝巻き、その袷あわせを整えて、小鳥遊はふっと息を吐いた。

『旧家、小鳥遊家稀代の神童』

　いつのまにやら背負わされたそんな文言に、心底辟易する。自分が望んでいたものはそんなものではない。すべてはただ、父に、母に、喜んでほしかっただけ。ただ、それだけだったのに。






「お祖母様、慶一です」

　長い廊下の先にある、その部屋。入りたくないと思う自身の心をごまかすように、小鳥遊はふっと視線を庭へと移す。すると、先程サラサラと音をたてていた竹林が見えた。

（竹にも、花が咲けばいいのに）

「入りなさい」

「……はい」

　ふすまを開ける。

「……」

　途端に、むせ返るような白檀の香りが肺を満たして――






　　　＊＊＊






「……小鳥遊先生？」

「ああ、いえ、なんでもありません」

　ふと、視線を目の前の女に向ける。すると、彼女は少しだけ戸惑ったように目線を伏せた。そして、小鳥遊が視線をそらすと、今度はちらりとうかがうようにその女は彼を盗み見た。

　高級ホテルのラウンジで、向かい合って無言でソファに座る男女。私達は、他人の目からはどう見えるのだろうか、と小鳥遊は思った。

（……というか、彼女。私に気があるんですかね、面倒な）

　本当は喜ばしいはずの、異性の反応。だが、それも小鳥遊にとっては〝いつも〟のこと。

　幼い頃から神童と謳われ、かつ遺憾なくその才を発揮し続けてきた彼は、元の美しい顔立ちも相まってその手の視線をほしいままにしてきたのだ。

（周りの期待に応え、難関大を出て、一流企業に就職し、ゆくゆくは見目麗しい伴侶を得て、地元に帰る……）

　――そんな絵図が、私にもあった、時期がありました。

「はあ……」

「えっ、どうしたんです？」

「あ、いえ、なんでもありません」

「そ、そうですか……」

　さて、どこで踏み外したのかと言えば、それはあきらかだ。

　あれは、むせ返るようなあの夏の日――

「おまたせしました！」

「どうも」

　脳内の回想を破ったのは、やたらと張りのある男の声だった。

　ラウンジには不釣り合いな小汚いトレンチを羽織った男。彼は息を荒らげたまま、座った女に目をやる。すると、それを受けた彼女はバツが悪そうな顔をして、自身の座っていたスペースを明け渡し、隣のソファへと移動した。

「いやあ、本当にすみませんねえ。ちょっと思っていたよりも前の打ち合わせが伸びちゃって、いやはや」

　額の汗をしわくちゃのハンカチで拭いて、男は人懐っこい笑みを浮かべる。

「……別に、私は何も」

「うちの佐藤、大丈夫でした？　粗相とかなかったです？」

「いえ、特には」

「せ、先輩……そんなまさか、ですよぉ」

　そっけない小鳥遊の返答に慌てて女が声をあげる。すると、その声音に含まれる少しの甘さに、男は眉根を寄せた。そして、しばしの間のあと、佐藤と呼ばれた女に向けて手を振った。

「僕が来たからもういいよ。先に、戻っといて」

「え!?　で、でも、先輩の引き継ぎは……」

「ああ、それはやっぱなしになったって、さっき編集長から電話があったから」

「え……そ、そんな」

　女の視線が今度は小鳥遊に向かう。それに小鳥遊は気が付きつつもそのまま無視をして、眼の前に置かれたアイスコーヒーの入ったグラスの側面を、しずくが垂れ落ちる様を眺めていた。

「……わかり、ました」

　まったく納得はしていない様子で、佐藤は立ち上がる。そして、未練がましく小鳥遊を見つめたあと、それを振り切るように立ち去った。

（まるで、映画のワンカット。ここで私が立ち上がり彼女に声を掛け、引き止める……のを、望まれているのだろうけれど。ドラマティックなのがよほどお好きなようで）

　そんなことを思っていると、目の前の男が深く深くため息を吐いた。

「先生」

「なんです？」

「何人目でしたか」

「え？　深山さんのところの方……だけ、でしたら、ざっと28人目かと」

「えっぐ」

「私のせいです？」

「いえ、違います」

　それだけ答えて、トレンチコートの男――深山はカバンから原稿の束を取り出した。そして、丁寧に角を揃えてから、テーブルの上へと置く。

「……いったい、いつになったら僕は小鳥遊先生から解放されるんですかね」

「さあ、いったいいつでしょう」

「……はあ」

　また一つ、深山は深くため息を吐く。それをぼんやり眺めながら、小鳥遊はアイスコーヒーのグラスに挿さるストローに口をつけた。

「あれ？　先生ってブラック、飲めましたっけ？」

「いいえ、苦手です」

「じゃ、なんで？」

「ああ、さっきの……ええっと、佐藤さん？　の思われるイメージとしては、私はブラックコーヒーを飲める男だったようなので」

「……要は、勝手にオーダーをとられた、と」

「まあ、彼女にとっては心遣いだったようですから」

「そうですか。叱っておきます」

「いえ、今後も深山さんが私と宜しくしてくださればいいだけですので。敏腕編集者さん」

「嫌味ですか、それ」

　食えない小鳥遊の態度に、さらに深山はため息を重ねる。

「僕、もう官能小説の部門にはいないんですけどねえ。……どうして、小鳥遊先生の担当だけ、ずっと僕なんですかねえ」

「どうしてかは、深山さんご自身が一番ご存知でしょう」

「ええ、わかっていますよ。引き継いでも、引き継いでも、男でも、女でも、老いも若きも、後任者が全員あなたに耽溺してしまい、廃人と化して潰れていってしまうことを」

「それ、私のせいにしていませんか」

「……いいえ。あなたが気のある素振りすら見せていないことも、よく存じ上げておりますとも」

「なら、よかったです」

「ええ、僕はよくないです」

　そして、またため息を一つ。

「さて、いただいていた原稿ですが。……ありがとうございます、こちらで頂戴できればと」

「ああ、どうも」

　それだけ答えて、小鳥遊がまたアイスコーヒーに手を伸ばす。すると、深山は何も言わずそれを制し、シロップとミルクを注ぎ入れた。

（……まさに、適量）

　顎だけ引いて感謝を伝え、ミルクとシロップで濁ったアイスコーヒーをすする。口の中に広がるちょうどよいほろ苦さに、小鳥遊はかすかに口角をあげる。

「いいですよね、深山さんって」

「いいですか、僕って」

「……ええ。とてもいいです」

「どうもありがとうございます。……と、褒められたところで申し訳ないんですが」

「……？」

　深山が珍しくためらうように視線を揺らした。それがあまりに意外で、小鳥遊は少しだけ心がざわつく。なんだろうか。何か、不備でも……？　と思いながら、小鳥遊は無意識に自身の羽織の袖をぎゅっと握った。

「なにか、ありましたか？」

「……別に現状、問題は何もありません。いつもどおり、みだらで妖しく、そして美しいお話でした」

「はあ」

「編集部としては、小鳥遊先生にはこちらの路線を極めていただければと思っています」

「……編集部としては、ということは深山さん個人としては違うんですね」

「ええ、僕個人としては小鳥遊慶一という作家はさらなる高みが目指せると思っています。若輩者の、僕が言うことではないかもしれませんが」

　真剣な眼差しに、小鳥遊は内心たじろぐ。だが、表情はきっとさほど変化が見られなかっただろう。

「……それで、その高みとやらを目指すために、私はどうしたらいいと？」

「方法は、僕にもわかりません。ただ、先生の描かれる女性はただ、ただ、美しいんです。……そして、それゆえに人間味が薄い」

「人間、味」

　深山の言葉を繰り返して、小鳥遊はうつむいた。

　言われれば、心当たりは多分にある。というか、小鳥遊自身、人を描いているようで、真実、描けているのかは常々気になっていたところではあるのだ。

「もう少し、先生には人と触れ合ってもらうほうがいいのかもしれませんね」

「人と触れあえと言われましても。文筆業なんてものを生業にしている以上、基本的には自宅に閉じこもってばかりですし……」

「まあ、それもそうですね。先生は売れっ子ですから、締め切りも立て込んでいるでしょうし」

　深山の言葉にうなずくと、小鳥遊は自身の手のひらを見つめた。確かに、ビジネス以外で最後に人ときちんと触れ合ったのはいつだろうか。

（セックスだけはしているんですけれどね）

　あれは、人と触れ合うというよりは……。

「……あ」

「どうしました？」

「ふと、思い出しまして。僕の大学の後輩が、確かシェアハウスで暮らしていた時期があるんですよ」

「シェアハウス……？」

「ええ、他者と暮らしを共にすることで、時短で人と触れ合えるのでは？　と思いまして。……少なくとも、後輩には合っていたようで、楽しそうに話してくれたのを覚えていたんですよ」

「……」

「うわ、嫌そうな顔ですね」

「嫌です」

　きっぱりと小鳥遊がはねつけると、深山が少し意地悪な笑みを浮かべた。

「それはやっぱり、住人に惚れられると困るからです？」

「それもありますが……」






　――生家の庭を思い出す。

　サラサラと音をたてる竹林。そして、むせ返るような白檀の……。






「他人と暮らすことは、私にとってただの苦行です」






　　　＊＊＊






　――ぼふっ。

　鈍い音をたてて、小鳥遊はベッドに倒れ込んだ。

（人間味がない、か）

　うつ伏せに寝転んだまま、上着のポケットの中をまさぐる。すると、すぐにそのメモに指先があたった。






『僕の後輩、西村侑李と言います。もし興味が湧いたら、僕にでもいいですし、彼に直接連絡しても構いませんので』






　深山の好意自体は嬉しいが、自分には不要なものだ。そう思い、紙をくしゃりと握りしめる。と、ふいに身体の奥底がぞわりとざわめいた。






　　　＊＊＊






　……一日中窓も、カーテンも、閉め切ったままの部屋を満たすのは、女の嬌声と自身の吐息。そして、おびただしいほどに流れる愛液と、幾度も放出された自身の子種。その得も言われぬ生の香りに、若き日の小鳥遊は頭の芯がぐらつくのを感じた。

「はぁ……んっ」

　長い黒髪を乱して悶える女は美しい。艶めく白い肌に、桃色の唇。彼女は、涙で潤んだ眼でこちらを見上げ……。






「ねえ、何を見ているの」

「えっ」

「やっぱり……」






　――……君は、私を見ていない。






　　　＊＊＊






「……」

　小鳥遊は起き上がり、ポケットから握りつぶされたメモを取り出す。そして、丁寧にそれを指先で広げて、そこに書かれた番号を口の中でつぶやいた。そのまま小鳥遊は反対のポケットに手を突っ込む。そして、携帯電話を取り出すと、そこに書かれていた数字の羅列を打ち込んでいった。

　プルルル、と何度か相手を呼び出したあと、ふいに回線がつながる。

『はい……もしもし？』

「ああ……西村侑李さんの携帯でよろしいでしょうか？」






　　　＊＊＊






「うおおお……本物だぁ、本物だぞぉ。やっぱり普段から和装なのかぁ、すげぇ」

　呼吸を荒らげた男――伊坂英二が、小鳥遊の前に湯呑みを置いた。そして、ためつすがめつ彼を眺めたあと、なぜかじりじりと後退していく。

「……彼は、何かしらの病気で？」

　しれっとそう尋ねると、リビングに設置されたソファの端で、六法全書を読んでいた青年――杜屋薫が盛大に噴き出した。

「ふふっ、あはっ！」

「ちょっ、笑うな！」

「いやだって、何かしらの病気……！　ふふっ、熱病ですかね？」

（……ふむ。私、なにかおかしいこと言いましたかね）

　ケタケタと笑う杜屋はなかなか愛らしい顔立ちの青年だ。そして、彼と妙に距離感の近い伊坂は無精髭がむさ苦しくはあれど、性的アピールは強め……そこまで考えたところで、小鳥遊はこの大塚荘の大家である大塚夏生に目を向けた。

（そこにきて、女装家の大家……）

　別にそちら側に嫌悪感はないが、もしや大塚荘とはそっちの人間限定のシェアハウスだったり……？　ということは、先日ここを紹介してくれた西村も……？　そして、編集の深山も……？　いや、だが、それならどうして、深山は自分に惚れなかったというのだろうか。

　いや、ゲイセクシュアルだったのだとしたら、深山は自分に惚れるはずだ。だから、大塚荘がその手のシェアハウスである可能性は低い、たまたまだ。

　……と、自分自身に妙な自信があるせいか、小鳥遊はそう結論づけて、伊坂に視線をやった。

「……あの」

「ひゃ、ひゃいっ」

「……あなた、どこかで私と会ったことが？」

「ああ、いや、その……なんというか」

「？」

　なぜ、自分よりずいぶんと年上の男が、初心な乙女のように頬を染めるのだろうか。小鳥遊は思わず怪訝な顔をしてしまう。すると、さっきまで視界の端でチャーハンを食べていた男たちが、グラスに入った烏龍茶を飲み干して、こう告げる。

「たかなしけーいち先生？　なんだよな？」

「え？　ああ、そうですね。先生と呼ばれることもありますが……私、職業についてお話しましたか？」

　確か鳥飼とりかい稜りょうと名乗ったはずの、褐色の肌の男。彼はにんまりと笑って隣に座る、ブルーカラー然とした青年――由貴ゆき和弥かずやと目を合わせた。

「英二さんは、先生のファンなんだって言ってたッス」

「うおおおお、言わなくていいのに！」

「ああ……」

　なるほど。合点がいって、ひとつうなずく。

「だから、あなた……」

「……お、お恥ずかしい限りで。まったく」

　照れくさそうに笑って頭を掻く伊坂に、首を振る。

「いえ、別に恥ずかしいことは……あ、いや、この場合は官能小説を愛読しているという事実を、みんなに知られているのが恥ずかしいと？」

「そ、そそそそ、そんな！　そんなことないです！　小鳥遊先生のご本はどれも、官能小説の枠に留まることのない素晴らしい本ばかりで……それでっ、だからぁっ」

「ていうか、英二さん、なんなんです。さっきから、ずっと顔真っ赤だし」

　面白くなさそうに杜屋が言って、ジトッと小鳥遊を見つめた。その視線には嫉妬の色が明確に見える。

「いや、だって、憧れの小鳥遊先生だぞ!?　あの、小鳥遊先生！」

「そう、あの『今夜、花開く濡れた蜜壺～団地妻の祝福～』の！」

「ちょお、タイトルとか言うなよ！　稜、この野郎！」

「ああ……それ、先週出たばかりの新作ですね。本当に熱心に読んでくださっているようで」

　どうも、と小鳥遊が頭を下げると、伊坂はデレッと相好を崩した。

「あ、いや……あだっ!?　何、薫」

「なんでもないです」

　立ち上がった杜屋がぐりっと伊坂の脇腹に肘を入れる。そして、杜屋はまたソファへと戻り、六法全書へと目を戻した。

「それで……ええと、大塚夏生さん」

「ん、はいはーい。侑李くんから聞いているわ。でも……来週じゃなかったかしら」

　顎に手をやって首を傾げた夏生に、小鳥遊は口を開けた。

「え」

「あ、違ったかしら。ごめんなさいね、記憶違いをしていたら」

「あ、ああ……ええっと、今日って……」

　言いながら小鳥遊は携帯を取り出して、画面を見る。そして、動きをぴたっと止めた。

　確かに、夏生の言うとおりのようだ。

「私が、悪かったようです。すみません、帰ります」

「ええ!?　い、いいのいいの、大丈夫よ。ちゃんと部屋自体は綺麗にしてあるから」

「……ですが、申し訳なく。あ……」

「？」

　持参していた紙袋の中から、小鳥遊は大手百貨店の包装紙に包まれた贈答用の箱を取り出した。そして、それを夏生に向けて差し出す。

「お世話になります。つまらないものではありますが」

「あら、ご丁寧にどうも！　んもう、こういうのちゃんとしてる店子さんなんて久しぶり～。イケメンだし、ほんと、グッジョブ侑李くん」

「はあ、でも……私自身は、西村さんにお会いしたことありませんけれど」

「あら、そうなの？」

「はい、彼の大学時代の先輩が私の担当編集でして」

　それだけ短く答えると、小鳥遊はふっと息を吸った。こんなに沢山の人としゃべるのは久しぶりだ。正直なところ、だんだん疲れが出てきてしまっている。

　だが、最後にこれだけは聞いておきたい。

「……あ、大塚さん」

「はぁい？」

「つかぬ事をお伺いしますが、大塚さんはいわゆるオネエの方、でよろしいですか？」

「えっ、あっ……んもう、いきなりなぁに？　まあ、オネエさんよ」

　なぜだか頬を朱に染め、しなを作る夏生に、小鳥遊は納得したようにうなずく。

「では……よもや、夜な夜な乱交が繰り広げられているなんてことは」

「んまっ！　それはさすがにないわっ！」

　夏生はそう言ったあと、あたりを見回す。そして、杜屋と伊坂の顔を交互に見たあと、なにか考え事をするように腕を組み、固まること数秒。

「……たぶん」

「ちょっ！　や、やめてくださいよ、乱交なんてそんなまさか……ははは」

　不穏な間に、由貴が割って入る。全力で否定するその姿に小鳥遊は至極残念だ、と思う。事実は小説より奇なりとは言うが、実際、そう簡単に面白いネタは落っこちていてくれはしないらしい。

「……はは、ははは。乱交なんてそんなまさか、なぁ」

「ええ、それはさすがに、ですよ」

　伊坂と杜屋はそう言って、各々明後日の方向を見上げている。それを見て、小鳥遊はしおれていた好奇心が少しだけ奮った。

（別件で面白そうな何かはあるかもしれない）

「あ、そうだわ。由貴くん、とりあえず小鳥遊さんをお部屋に案内してあげてくれるかしら？」

「え？　俺ッスか？　あ……もしかして使うのって、矢澤さんの部屋だったとこ？」

「ええ、そうよ。アタシはあとで諸々契約書とか持っていくから、よろしくね」

「じゃ、行きましょっか。小鳥遊……さん？　センセイ？」

「……呼び捨てで結構です」

　そう答えながら立ち上がる。由貴は少しだけ困ったように首を傾げて、それから小さく、まいっか、とつぶやいた。

「こっちッス」

　荷物を持って、リビングを出る。なんとなく、伊坂がなにか話しかけたそうな顔をしていたが、これから住居を共にするのだし、話す機会くらいはあるだろう、と無視を決め込んだ。

（それよりも、だ）

　眼の前の、由貴和弥。このブルーカラー然とした体躯の男はなかなかいい。均整のとれた体型のおかげか、妙に創作意欲をそそるものがある。

「……えーっと、ここが俺の部屋ッス。で、こっちが……小鳥遊、センセの部屋」

　二階の廊下の突き当たり。その左右の部屋がそれぞれ小鳥遊と由貴の部屋らしい。呼び捨てでいいとはいったものの、どうやら小鳥遊は「センセイ」と彼に呼ばれることが決まったらしい。

「ちなみにあちらは」

「あれは物置らしいッスね。狭くてあんま、よくない部屋らしくって」

「へえ」

　ということは必然的に、伊坂、杜屋、鳥飼、夏生の四人は一階で暮らしているのだろう。

「お風呂は一階にしかないっすけど、トイレは二階にもあるんで。……ちなみに、あそこ」

「どうも」

　軽く頭を下げて、部屋に入ろうとすると、ふいに由貴が手を差し伸べた。

「……？」

「え？」

「……握手、ですか」

「あ、そうッス。近いんで、なんか、こう仲良く的な？」

　突き出された手は無骨で、たくましい。それを小鳥遊はしばらくじっと見つめたあと、握り返した。

「ども、よろしく」

「……はいどうも」

　にぎにぎ。

　にぎにぎにぎ、と何度も小鳥遊は由貴の手の感触を確かめる。その行動の意図がわからず、由貴は困ったように眉を寄せた。

「あ、あの……？」

「なるほど……こういう……ふむ」

　何かを吟味するようにそう唸ると、小鳥遊は突然その指先を口元へと持っていった。そして、由貴が止める間もなく……。

「へ!?」

　ちゅぷっとみだらな音がして、小鳥遊が由貴の指先に吸い付く。そして、丹念に指先の形を舌でなぞり、きつく絡ませる。

（……え、俺、何されて、え？）

　突然の行為に、由貴の思考は追いつかない。そのせいか、理性が上手く機能せず、嫌悪感より先に、快感が身体の中心で湧き出した。
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「……っ」

　頬を真っ赤に染めて、ただされるがままになっている由貴。その表情を盗み見て、小鳥遊はハッとした。

「……んっ、ふ」

「あ……お、俺……」

「ブルーカラーの手、いいものですね」

「え……？　え？」

　小鳥遊は自身のカバンからハンカチを取り出して、無表情のまま由貴の手を拭う。そして、ポカンとしている由貴を置いて、自身にあてがわれた部屋の扉を開けた。

「あ、さっそくですが、締め切りの関係でこれから三日ほどこもります」

「あ、はい」

「ですので、夜間はできるだけお静かに願います」

「はあ……」

　では、と付け足して、小鳥遊は部屋の中へと消える。その背を由貴は目で追ったあと、はたと気づく。

「え……俺、今なにされたんだ？」

　指先にわずかに残る、妙なぬくもり。舌の熱や、柔らかさを思い返し、自身の中心が猛っていることに気がついた。由貴は自分の顔がカァッと熱くなるのを感じ……。

「う、うそぉ……」

















第二章












「おはざます」

「……ん？　おお、由貴くん、ずいぶんお疲れじゃない」

　――……久しぶりの休日。

　由貴が眠たい目を擦りながらリビングへ向かうと、そこには何やら怪しげなポージングの伊坂がいた。

「それ、なんすか？」

「ん～……なんだっけ、うんちゃらヨガ？」

　要領を得ない回答に由貴は今度はテレビへと視線を向ける。すると、伊坂と同じような体勢のおばちゃんタレントたちが映っていた。なるほど、これを真似しているらしい。

「あれ、英二さんって健康、気にしてるひとでしたっけ」

「いや、別にそんなことはないんだけど……お？　おおおお、なんだこの姿勢！　ちょっ、まっ、ああ!?」

　ドタンと派手な音がして、伊坂がフローリングに突っ伏した。テレビ画面を見ると、確かに何やらエビ反って大変な動きをしている。

（うん、こりゃ英二さんには無理だ）

「っはぁ～……しんど。ま、いっか。あ、由貴くん、ご飯食べる？」

「……あ、はい。お願いできれば」

「はいはーい」

　パタパタとキッチンに消えていく伊坂は、なんだか以前より少し楽しそうだ。寮母ならぬ、寮父さんになりたいと冗談で言っていたが、案外悪くない選択肢ではないだろうか、と由貴は思う。少なくとも、先日本人がなるといっていた探偵よりはよほど、英二さんらしい、と。

「……」

　キッチンから聞こえてくる鼻歌に耳を澄ませているうちに、思考が巡る。ふっと指先に目をやると、あの日の光景が頭をよぎった。

　……薄い唇に咥えられた指先。ざらつく舌に皮膚の表面を撫でられて、背中がぞくりとしびれるような快感が走り……そして――

（やべっ）

　慌てて頭の中から、あの日の回想を押しやる。だが、すでに股間のそれは張り詰め、熱を持っていた。

「はぁ～あ……」

（なんだろ、俺。溜まってんのかな。うわあ、すげえ恥ずかしい）

　どれだけ溜まっていたら、男に欲情するというのだろうか。たとえ、あんなことをされたとしても、自分にとっては〝まさか〟だ。

「……くん」

　とはいえ、正直なところ小鳥遊は一般的な女性よりも美しく、どこか妖しい雰囲気をまとっていた。官能小説、というものが自分にはよくわからないが、以前伊坂が彼の描く女性はえらく妖しく美しい雰囲気があると評していたようなが気がする。

（うーん、この際俺も読ませてもらおっかな）

「……くん！　ゆーきーくーんー！」

「はっ、はいっ!?」

「何ぼーっとしてんの？　大丈夫？」

「だ、大丈夫ッス。で、ど、どうしたんですか？」

　バクバクと高鳴る心臓。伊坂に気付かれないようにパッと股間を見やると、ソコはもうしゅんっとしょぼくれていた。それを視覚的に確認し、ほっと一息吐く。

「ああ、準備できたからどうぞって言ったんだけど」

「あ、どうも。って、あれ？　もしかして、今日の飯って俺だけッスか？」

「いや、あとで小鳥遊先生も来るはず？　たぶんね」

「たぶん？」

　由貴が首をかしげると、伊坂はどこか興奮した様子で顔を寄せてきた。

「だってさ、今、新作書いてんだってよ！　書き終わるまではこもるって言ってたし、いったいいつ出てくんだか！」

「う、嬉しそうッスね」

「そりゃあ、大ファンだからな！」

「はは……」

　引き笑いを浮かべたまま、ソファの正面に設置されているテレビへと目をやる。すると、タイムリーなことに、『今話題のイケメン小説家！　小鳥遊慶一のすべて』というテロップが流れた。

（マジか）

「おおっ！　先生の特集だ！」

「そ、そうッスね」

　言いながら、由貴がテレビの前から立ち上がる。すると、伊坂がそこにすごい速さで収まった。

「いやあ、今日もいい映りだわ」

「そうッスね～……」

　テレビ画面の中の小鳥遊は確かに男前だ。官能小説というジャンルにもかかわらず、女性にも人気だというが、確かにこのルックスならさもありなん。とはいえ、伊坂のような熱狂的な男のファンも多いそうだが。

「いやあ、俺、先生なら抱けるわ」

「!?」

　不用意な伊坂の発言に思わず噴きそうになってしまう。慌てて過剰反応したことがバレないように、由貴はテーブルの上にあったサンドイッチに食らいついた。今日の中身はキャベツ入り、メンチカツサンドらしい。

「由貴くんも思わねえ？　いっそのことさぁ、女より……とか」

「んぐっんむ……んん……え、ええと？　いや、俺は……」

　まさか掘り下げられるとは思わず、サンドイッチ片手に回答に窮していると、細くリビングのドアが開いた。

「……」

「あっ」

　にゅるんっとおかしな動きで幽鬼のようになった小鳥遊が部屋の中へと侵入を果たす。はっとして伊坂が振り返った。だが、小鳥遊は由貴にも伊坂にも目もくれず、一直線に庭へと続く窓まで向かう。

　そして、大きく開け放つとタバコに火をつけ……ぶっ倒れた。

「うぐう」

「ちょっ!?　先生、大丈夫っすかぁ!?　お、俺、水持ってくる！」

　伊坂が慌てた様子でキッチンへと消える。由貴は一瞬ためらったが、結局サンドイッチを置いて、小鳥遊の元まで歩み寄った。

「タバコ……火、つけたんなら吸いません？」

「あ、ども」

　由貴が握ったままになっていたタバコを小鳥遊の手から抜き取って、彼の唇の間に挟む。ふにっと柔らかな感触に、由貴は自分でも驚くほど戸惑った。

「すぅ……はぁ」

　深く、深く、吸い込んで、紫煙をくゆらせる。

「ああ、美味い」

「美味いっすかね、これ」

「ええ、美味いですよ。これ」

　短く言って、小鳥遊はもう一度吸い込む。彼の吸っている銘柄は、緑地に黒いコウモリの描かれた両切りタバコのようだ。その味を由貴は知らない。

（普段、メンソールしか吸わねえからな）

「……はぁあ……どうも、ずいぶんと生きた心地がしてきましたよ。ええっと、えと……」

　小鳥遊が顔だけ由貴の方に向けて、唸る。いったいどうしたのだろうと見つめていると、小鳥遊は諦めたように肩をすくめた。

「ブルーカラーくん」

「……俺、由貴和弥って名前があるんすよ。作家センセイ」

　まさか名前を覚えられていないとは。……ムッとして由貴がそう言い返すと、小鳥遊は曖昧に頷いて、そのまま伸び上がった。途端に、ばきっと鈍い音がする。

「小鳥遊先生！　お水です、お水！」

　伊坂が小走りで駆けてきて、小鳥遊に突き出す。それを受け取って、それからようやく身体を起こした。

「どうも、なにかとご迷惑をおかけします」

　つぶやくように言って、なみなみとグラスに注がれた水を飲みきる。それから、ため息を吐いた彼は伊坂と由貴の顔を見比べた。

「ええと……？」

　促すように由貴を見た小鳥遊に、脱力する。

「伊坂英二さん。センセのファンなんだってさ」

「ああ、そういえば……どうも、です」

「……！」

　さすがに名前を忘れられていたことに、伊坂とてショックを受けるだろう。由貴はそう思ったが、なぜか伊坂は瞳を輝かせ……。

「いやあ、やっぱすんごい集中力なんでしょうね!?　余計なことを頭から放り出して、その分のスペースで作業してるんだろうか……いやあ、すごい」

（あ、ダメだ）

　何がどうなっても、伊坂にとって小鳥遊は本当の意味で〝作家先生〟なのだ。だから、自分が忘れられていようとも、別に落胆することもない。そもそも最初から雲上人なのだから、ある意味で何も期待していないのだろう。

（期待？　いや、別に俺だって期待していたわけじゃないけどさ）

「ああ!?」

「どうしたんスか」

　急に大声をあげた伊坂が、壁にかけられた時計を確認する。

「あちゃー、俺、不動産屋に行かないとなんないんだった」

「え？　ま、まさか、本当に出て……」

「あ、や、違う。事務所を契約するだけなんだけどね」

「ああ、そうッスか」

「ともかく、そういうことで。由貴くん、悪い、小鳥遊先生をお願いね。とりあえず、サンドイッチは先生の分もあるから」

　伊坂はそう由貴に言って、そのまま慌ただしくリビングを出ていってしまう。そして、リビングの扉が閉まりきるより先に、玄関から外へと駆け出ていった。

「慌ただしいッスね」

　由貴がそうつぶやくと、小鳥遊は顎だけを引いて、タバコにまた口をつけた。

（あ、鍵、閉めてねえじゃん。英二さん）

　そう思い、立ち上がろうとした瞬間、またドタバタと駆け戻ってくるのが聞こえ、ガチャンと施錠音が響いた。

「……慌ただしいッスね」

　もう一度、そうつぶやくと今度は小鳥遊がタバコから口を離して小さく、ですね、と発した。

「……」

　二人の間を流れる妙な沈黙。

　無言で寝転んだままタバコを吸い続ける小鳥遊に、由貴は自分のポケットから携帯灰皿を取り出した。

「……」

　しゃがみこんでそっと差し出すと、それに灰を落とし、小鳥遊はまた顎を引いて軽く頭を下げた。

　無心でタバコを吸い続ける小鳥遊の横顔を盗み見て、由貴はとても綺麗だと思う。切れ長の、でも大きな瞳。そして、それを彩る長いまつげ。薄いと思った唇も、横から見るとふっくらと柔らかそうで……。

（女みたいだ）

　あ、やばい。

　そう思ったときにはもう、身体の芯がじんっと甘くしびれ始めていた。慌てて話を変えようと、由貴はつけっぱなしだったテレビへと目を向ける。

「あ、そういえば、さっきテレビに出てたッスよ。センセ」

　そう言うと、小鳥遊は一瞬由貴のほうへと目をやった。そして、何を考えているのか曖昧に頷いてみせる。

「これも、それも、お仕事ですから」

　すげなくそう返した小鳥遊に、由貴は苦笑した。

「そうッスか」

（……調子が狂うな）

　この間のこともあって、余計だとは思うのだが、根本的にこの小鳥遊という男と自分は気が合わないと由貴は思う。まあ、なにせホワイトカラー……といっていいかはわからないが、頭脳労働者と、ブルーカラーの自分なのだ。対極に位置している以上、気が合うほうがおかしいかもしれない。

「あ、サンドイッチ、ありますけど」

「……ああ、伊坂さんの？」

「そうッス」

「……お名前を失念したのは大変申し訳無いですね。彼の作ってくださる料理は、とても美味しい。あと、大家の……」

「夏生さん」

「そう、大塚さん」

　わざわざ名字で言い直した小鳥遊に、由貴はだんだんとおかしくなってきてしまう。さっきムッとしたことがウソのようだ。

「ふふ、そうッス。大塚夏生さん」

「……？」

　なんで笑ったのかわからず、小鳥遊は由貴を見つめたまま小首をかしげた。だが、その興味はあまり長続きせず、疑問は言葉としては浮上しなかった。

「……そんで、センセ」

「はい？」

「なんだったんすか。この間の」

　由貴がそう訊ねると、小鳥遊はまばたきをした。そのリアクションに、由貴は脱力してしまう。どうやら、気にしていたのは自分だけで当の小鳥遊にとっては些末なことだったらしい。

（ああ、やっぱわけわかんねえな）

　だが、そちらがそうならばもう由貴だって構う必要もない。綺麗さっぱり忘れてしまおうと思い、由貴はケラケラと声に出して笑った。

「作家センセって、やっぱ変な人ばっかなんすかね～」

「！」

　風がふわりと吹いて、カーテンがふくらんだ。射した陽に、屈託なく笑う由貴の顔が浮かんで……――ドタン。

「へ？」

　小鳥遊の手がしゃがんでいた由貴の胸を押した。ふいに加えられた強い力に、由貴はそのままフローリングの床へと倒れ込む。

「なにし……んんっ」

　……魔が差した、と小鳥遊は一拍後に思う。だが、脱稿して気分が高揚していたのもあるのか、衝動が止められない。

（……だから、人と住むのは嫌だったんですよ）

　そんな風に、心の何処かで冷静に自分が諭す。

「んちゅっ、ちゅ……っは」

　それでも身体は貪るように由貴の唇に吸い付いた。そのまま、何度も角度を変えて、執拗に口づける。

「ちょっ、なにし……んっ!?」

　言葉を紡ごうとして開いた唇。その隙間に舌を滑り込ませて、彼の口内をかき乱す。みだらな吐息に下半身がどんどんと熱を上げていく。小鳥遊は、それをグッと由貴の下腹部に押しつけた。すると、意外なことに由貴のモノも緩やかに反応し始めているではないか。

（案外……）

　と、思ったところで、側頭部に衝撃が走った。

「……いっ」

　渾身の力で物理的に引き剥がされ、我に返る。

（ああ、やってしまった）

　薄っすらと涙を浮かべて、こちらを睨む由貴を不憫だと思いつつも、欲情してしまう自分が情けない。人と一緒に住みたくない、住めない理由はいくつかあったのだが、そのうちの一つがまんまと出てしまった。とはいえ、自分だってよもや男相手に――

「いまのは……」

「……すみません」

　謝罪を口にすると、由貴は顔をうつむかせた。

（男に口付けられるなんて、彼にとっては大層衝撃だったことでしょう。……言い訳をしても、きっと……）

「……あー」

　突然うなりだした由貴に、小鳥遊は苦笑する。さっきからこの男は自分の思考を遮るのが上手い。

「ええっと、言い訳……あるんなら、聞きます」

「え？」

「つか、殴ったりしてすんません」

　思わぬ由貴の言葉に、小鳥遊は目をみはる。いったいどうして、この男は私に謝罪したのだろうか。一回、二回、まばたきをしてみても目の前の由貴は表情を変える様子もない。ただ、無言でこちらを見つめ、小鳥遊の言い訳を待っているかのようだ。

「……由貴、くん」

「はい」

「私は……セックス依存症の気があってね」

「え……？」

　自分でもいったい何をカミングアウトしているのだ、と驚くが、由貴になら話してみたいと小鳥遊は思ったのだ。もしかしたら、彼は自分の想定とは違う反応を返してくれる人物なのかもしれない、と。

　……そう、小鳥遊は他人に期待したのだ。

「まあ、子供の頃のトラウマだとか、なんだとか……人様が同情してくださるような余地は多分にあるかとは思うのですが、有り体に言って、私は元来好色な人間なのだと思います」

「ありてーにいって、コウショク？」

　理解が追いつかない由貴が、きょとんと目を丸くする。その表情がどこか愛らしくて、小鳥遊の鼓動は高鳴った。

「要するに、セックスが好きだと言ったのです。生まれつき、セックスが好きな性質を持っていると」

「お、おう……」

「……というわけで、まあ、すきがあると……つい、誘惑してしまう、というか」

　小鳥遊のカミングアウトに、由貴の思考はまだ追いつかない。それでも絞り出した疑問は……。

「センセはゲイだと？」

「あ、それは違います。私はストレート……のはずです。きっと」

「え？　じゃあなんで」

　由貴の疑問はもっともだとは思う。だが、小鳥遊の心の中にもその回答はない。

「……未経験だっただけで、もしかしたら私はバイセクシュアルだったのかもしれません」

「バイ？　セク？」

「両刀」

「……お、おう」

　由貴は小鳥遊をじっと見つめる。だが、冗談を言っているようにもからかっているようにも見えなかった。ということは、今の話はまるっと本当のことなのだろう。

（いや、俺だってセックスは好きっちゃ好きだけど……依存とか……両刀だとか）

　よくわからない世界だ。

　だが、自分が知らないからといって、その世界を〝ない〟とは言い切れないと由貴は理解していた。そして、否定してはいけない、という人としての分別もきちんとあった。

「まあ、そういう人も……いるのかもしれないッスね」

「理解していただけて、何よりです」

「で、でも、センセ、男相手はやめたほうがいいッスよ」

「……後学のためにうかがっても？」

「え？　いや、だって……その」

　言葉を濁した由貴はさきほどの伊坂の言葉を思い出していた。確かに、小鳥遊ほど美形ならば、男でもイケると思う人も少なくはないのかもしれない。ならば、小鳥遊にだって、リスクはそれなりにあるだろう。

（セックス依存症たって、レイプされんのは嫌だろうしさ）

「小鳥遊センセ……綺麗な顔、してるんで」

　なんだか気恥ずかしくて、うつむいたまま由貴はそう答える。不自然に赤く染まった頬を見られたくなくて、由貴は片手で顔を隠した。

「……っ」

「センセ……？」

「そういうのを、隙、と私は呼んでいます」

「え!?」

「今のは誘っている、ということですよね」

　一度押しのけた小鳥遊の身体は、いとも簡単に由貴の上に戻ってくる。そして、グッと距離を詰めて、黒曜石のような瞳を妖しく輝かせた。

「や、そゆわけじゃ……んっ!?　んんっ!?」

　再び重ねられる唇。ゆっくりと丁寧にねぶられて、由貴は身体から力が抜けていくのを感じた。

（……な、なんだこれ!?）

　自分でも驚くほど、緩やかに、だが確実に快感を高められていくことに由貴は動揺する。

「はっ、ん……ふっ、可愛いですね、由貴くん。私、きちんとあなたの名前は覚えました」

「な、なんすか……それ……っ」

　小鳥遊の指先がするっと、由貴のシャツの下に入り込む。そして、探るように乳房の輪郭を掴み、もみほぐす。

「……うっ、あ、お、俺、男なんスけど！」

「わかっていますよ。ですが、性感帯はほとんど男女ともに同じです」

「そんっ、んぁ……あっ！　ちょっ、やめっ!?」

　力が抜けているのをいいことに、小鳥遊は両の乳首をつまみ上げる。そのまま指の腹でコリコリと刺激していくと、徐々に由貴の呼吸が上がっていった。

「はっ、はふっ、ふぁ……」

「気持ちいいですか？　これ」

「やっ、お、俺男ですし、い、いい加減……えっ!?　あっ、ちょっ、それ……っ!?」

　グリッと太ももに押しつけられているモノの感触に由貴は声を上げる。同じ男だからこそわかるのだ。どれだけ小鳥遊が興奮してしまっているのか、が。

（こ、これって、マズくないか!?）

　そう思うのに、乳首を執拗に愛撫され、自身のモノも猛り始めている。

「由貴くんのも、大きくなってきていますね。男性同士のセックスの経験はありませんが、やはり同性ですから……状態が手に取るようにわかるのはいいです」

「……せ、センセ？　ふざけんのはこのへんでオシマイにして……」

「ふざけてなんかいませんよ。わかりませんか？」

　グッグッと腰を押しつけて、由貴で勃起しきったペニスを擦る。鈍い刺激に、腰の奥がうずくような快感を覚えた。

「い、いい加減、これ以上は洒落になんな……んんっ、んちゅっ」

　つべこべうるさい唇を再び塞いで、手を下肢へと……――ガチャガチャ。

「！」

　玄関の鍵を開ける音が響いて、小鳥遊が動きを止める。

「あ……」

　至近距離でじっと見つめ合ったあと、小鳥遊はそのまま上体を起こした。

「ただいまぁ」

　聞こえてきたのは夏生の声だ。彼女が靴を脱ぐ音を聞いた小鳥遊はそのまま、さも何事もなかったかのように食卓椅子につく。

「え……センセ……？」

　そんな小鳥遊の動きについていけず、由貴はただ唖然とした表情で彼を見上げていた。

「は～……もうっ、疲れたわ～……って、何してるの？　由貴くん」

「えっ、あっ、俺は……そのっ、ふ、腹筋!?」

　とっさに勃起したペニスをかばうように身体を起こしかけて、そんなことを口走る。すると、夏生は一瞬訝しげな表情を浮かべたが、どうでもいいと思ったのか、すぐに表情を和らげた。

「あ、そう。筋トレはいいことだわ」

「そ、そうッスね～……ははは」
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　――とある昼下がり。






「はあ～……」

　深い溜め息を吐いて、このシェアハウス大塚荘の主、大塚夏生は不愉快そうに眉根を寄せた。そのまま彼女は食卓テーブルに突っ伏す。その姿に、珍しく全員リビングに揃っていた店子たちは目を見合わせた。

「……最近おかしいよな」

　伊坂がソファに腰掛けた鳥飼にそうつぶやくと、彼は困ったように腕を組んでみせた。

「ま、夏生ちゃんが変なのは割りと通常運転だけど……不機嫌、だよな？」

　伊坂が今度はちらっと杜屋に視線をやる。だが、杜屋はフローリングに敷いた座布団に座ったまま我関せず、といった様子で自身の手帳とにらめっこをしていた。

「え？　そうなんッスか？」

　杜屋の代わりにシェイクし終えたプロテインを片手に由貴が、カラッと返事をする。だが、その声のボリュームがあまりに大きくて、伊坂と鳥飼は慌てて、人差し指を唇に押し当てた。

「へ？」

　その頓着のなさに、夏生の斜向かいに座る格好で食卓についていた小鳥遊は口角をあげる。

（彼のそういった空気の読めなさは、なかなか好感が持てます）

　薄っすらと笑った小鳥遊を見て、夏生が上体を起こした。

「みんな、アタシを気にしてくれてるのよね」

「……え!?　あ、や、そ、そういうわけじゃないよな？　稜！」

「え？　う、うん！　うん、そんなでもないかな～」

「へったくそ。こういうの、あれよねぇ。侑李くんや真聖のほうがまだ得意そうだわ」

「いやいや、いなくなった人のこと言われてもですねぇ。……二人のこと知ってんの、今となっては俺だけだし、夏生ちゃん」

「あらやだ、そうだったかしら。稜しか知らないの？　まあっ」

　自分の口に手を当てて、大仰に驚いてみせる夏生に伊坂は表情を崩す。思っていたよりも、大丈夫そうだ。

「あのね、一応お伝えしておくけど……ちょっと身内のことで今ゴタゴタしているのよ。だから、それでアタシも気が立っちゃって。ごめんなさいね」

　テーブルに座ったまま居住まいを正した夏生の言葉に、小鳥遊以外の全員が各々返事をした。小鳥遊はといえば、付き合いが浅いせいか何を言えばいいのかもわからず、適当に目の前のアイスコーヒーのグラスにミルクを注ぎ入れている。

「ま、ご迷惑をおかけすることはないとは思うんだけど……もしものときは、相談させてちょうだい？　店子もみんな、家族みたいなものだもの」

　そう言って頬を緩ませた夏生に、伊坂が照れくさそうに鼻をすすった。

「だよな！　なんて言ったって、俺と夏生ちゃんの飯で育つ子ども……もとい店子が三人、いや、四人もいるんだから！」

「……ずいぶん前にも言ったような気がするけど、その言い方キモいからやめてちょうだい！」

「ええっ!?　なんで、俺がパパで、夏生ちゃんがママ！」

「ムキィ！　気持ち悪いったらないわ！」

「ああん、いけず」

　いつもの調子を取り戻した夏生。それにつられてか、その場の空気も徐々に緩んでいった。

「……ま、それはいいんだけど、そんなことより今日のお夕飯……って、あら？　この雑誌……」

　机の端に置かれていた雑誌に、夏生が目を留めた。それはどうやらテレビ情報誌のようだが、そんなものいったい誰が買ったのだろうか。

「あ、そうそう～。皆さんに言おうと思っていたんですよぉ」

　と、ふいに杜屋が声をあげた。

　全員の視線が彼に向かうと、杜屋はわざとらしく大きな動作で立ち上がって、雑誌を掴んだ。そして、パラパラめくると――

「どやっ！」

「えっ!?　うそ、マジ!?」

「ええええっ!?　なんで、なんでなんで!?」

　伊坂と鳥飼が杜屋に掴みかからんばかりの勢いで飛びつく。それをひらりとかわして、杜屋は夏生に向けてそのページを指し示した。

「？」

　事情のわからない小鳥遊が小首をかしげて、由貴へと目をやる。すると、彼もピンとこないのか肩をすくめていた。

「ちょっ、Moon Light Stepper ってもしかして……！」

「そうなんですよぉ、連ドラの主題歌に決まったんですって。これって、基山さんたちのバンドですよねぇ？」

「すごいじゃないっ！　ああんっ、矢澤くんは写真より実物がいいわね？」

　嬉しそうにはしゃいだ声を上げる夏生。その後ろから覗き込む格好で、伊坂と鳥飼も紙面を見つめた。

「すげえ……二面打ち抜きでインタビュー載ってるし、グラビアっぽいのも何ページかくっついてる……やべえ、アーティスト感すげえ」

「なんでだ！　どうして、大親友の俺に連絡がない!?」

「え、連絡ないの？　マジで？」

「マジ……うわあ、ひどい。腹が立ってきた、今日は呼び出して奢らせてやる！」

「いやいや、そこは奢っとけよ。たぶんそういうところだぞ、お前」

　伊坂と鳥飼の会話に、ようやく由貴がピンときた。そして、ぼけっとしている小鳥遊に向かって、声をかける。

「このバンド、知ってます？」

「いえ」

「最近売れてきてるんですけど、以前ここに住んでた人なんスよ」

「へえ……」

「っていうか、俺の部屋の前の住人がボーカルの基山さんで、センセの部屋の前の住人がギターの矢澤さんッスね」

「では、割りと最近までお住まいだったんですね」

「そうッスね。結構長く住んでたはずッスよ。俺、もともと出入りの宅配屋だったんッスけど、出るっていうから代わりに紹介してもらって」

「……宅配屋？」

　不思議そうに見上げる小鳥遊に、由貴は苦笑した。今に始まったことではないが、本当に仕事に関係ないところでの彼の記憶力は恐ろしいほどに不確かだ。

「いやいや、俺、前言ったと思うんですけど。センセ、俺のことブルーカラーって呼んでたじゃないッスか」

「それは体格や、手の皮膚などから割り出して……」

「はあ～……俺は、七福運送のルート配送やってるんス」

（ルート配送、ということは、特定の家屋にのみ出入りしているということでしょうか。となれば、だいたいの家族構成も把握しており……かつ、留守にする時間など含め種々の情報を持っている……ということで……ふぅむ）

「……センセ？」

「なんでもありません」

　前住者の話より、よっぽど興味深げに話を聞いていた小鳥遊だったが、そんなこと由貴は知る由もない。

「うふふっ、アタシぜったいこのドラマを見るわ！　それで、エンドロールと一緒に写メとって、基山くんにドヤ顔で連絡してやるの♪」

「いいですね～、僕も写りたいでーす」

「あ、俺も俺も」

「悔しいから、俺も」

「さて、誰が出ているのかしら。今をときめく、イケメン俳優とか～……」

　そう言いながら、ページをめくる夏生。と、ふいにほんの一瞬、その表情が曇った。その場にいた者のほとんどはそれに気づかなかったが、小鳥遊だけは気づいてしまう。そして、数秒の間のあと、彼は問うことにした。

「お知り合いでも？」

「……！　小鳥遊先生ったら、目ざといんだからぁ」

「マジッスか!?」

「え!?　夏生ちゃん、知り合いが出てんの？　すげえじゃん！」

「大した子じゃないわ。ゲスト出演枠みたいだし……」

　その夏生らしからぬ、一歩引いたコメントに杜屋や伊坂は察して引くことを決めた。だが、由貴は嬉しそうに無邪気な笑みを浮かべて、言葉を重ねた。

「え？　誰ッスか？　また、昔の店子さんッスか？」

「……従兄弟よ、従兄弟」

「従兄弟!?　やべえ、親族じゃないッスか!?　どの子!?」

「ちょ、由貴くん……」

「えっ、だって、英二さんやばくないッスか!?」

　屈託なく笑う由貴の毒気のなさにあてられて、皆が苦笑いする。夏生も、諦めたのか、肩をすくめて一人の青年を指さした。

「この子、桐野玲。アタシの母方の従兄弟なのよ」

「うえええ!?　俺、知ってるッス！　最近、ビールのＣＭとか出てたッスよね!?　すげえ！」

「ふふっ、アタシに似て美形でしょぉ？」

「……それはわかんないッスけど」

「あぁん？」

「似てるッス。あ……雑誌、俺も見ていいッスか？」

「はい、どうぞぉ」

　夏生はすげえ、と騒ぐ由貴に苦笑する。そして、一瞬目線を伏せて、深く、深く、ため息を吐いた。
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「いやあ、マジすげえ。夏生さんの周り、芸能人ばっかだなぁ」

　二階に上がる階段を、小鳥遊と由貴が並んで登る。あの日以来、なんとなく由貴は小鳥遊を避けていたが、今はテンションが上っているせいか、気にならないらしい。

　そんな彼を横目に見つつ、小鳥遊が口を開く。

「……触れられたくないようでしたけれど」

「え？　な、何が？」

「大塚さんの、従兄弟の件」

「え……マジ、で？」

「本当です。伊坂さんや、あの……なんですか、六法全書の子も空気を読んでいたようでした」

「…………」

「なんだったら、あのもうひとりのブルーカラーくんも空気を読んでいたのでは？　と思いますが」

「……な、なんで、言ってくれなかったんッスか!?」

「なんでって……あの場で言うことが、最善ですか？」

　小鳥遊の言葉に、由貴は歩みを止める。階段は上がりきり、あと数歩で部屋の前だ。

「……それ、ダメッスね」

「でしょうね。それくらいは私でもわかります」

「……はあ～、マジ、どうしょう。俺、悪いことしたかな」

　由貴の顔がみるみる青ざめていく。見た目とは違う、こういう繊細なところも気に入っている、と小鳥遊は思う。

（いわゆる、ギャップ萌え、というやつですかね。これは）

　……と、同時に、ムラッときてしまった。

「由貴くん、私のセフレになりませんか」

「へ」

　一瞬の間。

　と、次の瞬間、真っ赤な顔をした由貴が急いで部屋に入り、乱暴にドアを閉める。バタンという強い音に、耳が痛い、と思う小鳥遊。だがその後すぐに、ドアは再びうっすら開いて……。

「お断りッスよ！」

「そうですか」

　律儀にそれだけ言って、またドアが閉まる。

（……ふむ、こういうところもまた好感が持てます）

















第三章












「最近、楽しそうですね」

「え……？」

　待ち合わせた喫茶店で、唐突に小鳥遊の担当編集、深山はそんなことを言い出した。

「……そう、ですか」

「ええ、以前よりずいぶんと」

　小鳥遊は深山がミルクとシロップを混ぜてくれたアイスコーヒーをストローでかき回して、一口飲み下す。確かに言われてみれば、そうかもしれない。

（ああ、そうか。私は楽しいのか）

　自分の気持ちを他人に代弁してもらえたことで、小鳥遊は異様にすっきりとした気分になった。そして、彼は意識的に微笑んで見せる。すると、深山は一瞬驚いたように目を瞬かせた。

「恋人でもできたんですか？」

「……いいえ、私、特定のパートナーは作らない主義ですから」
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「疲れた……」

　ルート配送の仕事が一段落し、由貴は事務所に戻る。そして、その引き戸を開けたところでしみじみつぶやいた。今日は朝から大物が多く、だいぶ参っている。ウォーターサーバーが一般家庭にも普及したせいで、今由貴は割りを食っているのだ。

（つっても、そんなぐったりしてるような時間はねえし、飯飯っと）

　片手に下げていた紙袋から、大きな弁当箱を取り出す。中身は、昨日の昼飯を中心に伊坂が適当に詰めてくれたものだ。

（ほんっと、ありがたいよな。シェアハウス様様）

　一円でも節約したい由貴にとって、何くれとなく面倒を見てくれる伊坂や夏生の存在はかなりありがたいものだった。ルート配送中に、前住者である基山と話すようになってそんなものがあるのだと知ったのだが、もっと早く知りたかったとつくづく自分の情報弱者ぶりを後悔しているくらいだ。

「は～……美味そう。っていうか、すげえひと手間。ほんと、英二さん、寮父さんにでもなればいいのに」

　弁当の中身は昨日の焼きそばをそばめしにアレンジし、かつ薄焼き卵でくるんだものだった。しかも、肉体労働者である由貴のためにご丁寧にウィンナーを足すという気遣いまである。

　以前伊坂は探偵になるのだ、と言っていたが、由貴としてはそうなったとしてもこのまま大塚荘に定住していてほしい限りだ。

「……んま」

　口いっぱいに頬張って、飲み下す。そのまま勢いよくがつがつと食していると、ふいに携帯が鳴った。

「……あ」

　ディスプレイを見ると、自身の母親からだ。

「もしもし？」

『和弥？　お仕事中よね、ごめんなさい』

　久しぶりに聞いた母の声は、どこかくたびれている。理由は明白で、思わず由貴の胸がズキンと鋭く痛んだ。

「大丈夫。昼休憩中だから。それより、母ちゃん、どしたの？」

『あの……実はね――仕送りの金額を、あげてもらえないかしら、って』

　そんなことだろうと思った。内心でそう返して、口の中に若干残っていたそばめしを飲み下す。

「ん、オッケー。いくらくらい？」

『えっ、でも、無理ならいいのよ？　本当に無理ならそれで』

「はは、大丈夫だって。で、いくらがいいの？　俺よりさ、母ちゃんや父ちゃんのほうが大変なんだから、甘えてくれって」

『ごめんなさいね、和弥はお兄ちゃんだからって……私……』

　繰り返される母の謝罪。だが、そのたびに由貴の心はナイフで削り、こそげ落とされていくような苦痛を感じた。それでも、その痛みをおくびにも出さずに、由貴は電話口の母に笑ってみせる。

「いいんだよ。実際、俺、長男だし。ちいこや、ゆいはまだバイトできる歳じゃないし、翔太や直弥だって、高校の授業を優先させるほうがいい」

『……』

「馬鹿だった俺と違って、あいつら頭いいんだろ？　国立大だって狙えるとかマジすげえって。だから、いくらでも、援助はするから」

　いくらでも援助したい、その気持ちに嘘偽りはない。

『……ありがとう。じゃあ、ごめんなさい。今月と来月だけでいいの、３万円増やしてくれないかしら』

　と、ふいに事務所のドアが開いた。ガヤガヤと入ってきた同僚たちに顎だけ引いて挨拶をし、由貴は電話口に言葉を返した。

「オッケー。じゃ、給料入ったら振り込むから」

『本当にごめんなさい。くれぐれも、和弥は無理しないでね？　身体が資本なんだから』

「わかってるって。んじゃ、俺、飯の途中だったから」

『ああ、ごめんなさい。じゃあ、身体には気をつけるのよ』

「はーいはい。母ちゃんたちのほうが気をつけてよ」

　軽く返して、電話を切る。すると、同僚の一人が手を合わせた。

「悪い、電話してるの気づかなかったわ」

「ああ、いや大丈夫ッス。ってか、別に今の母親なんで、気を使うような相手じゃないし」

　そう言って由貴は笑って、そばめし弁当に向き直る。先ほどとなんら変わりのない弁当のはずなのに、どこか味気ないような気がして、由貴は咀嚼するスピードを上げた。

「大変だよなぁ、仕送りか」

　年長の配送員がそう言って、隣に腰掛ける。

「うち、めっちゃ兄弟多いんスよ」

「はあ、そうなのか。何人いるんだ？」

「高校生の弟が二人、中学生の妹が二人」

「え？　じゃあ、由貴は五人兄弟の長男なのか。そりゃまた、たくさん作ったな」

「そッスね。実は、下は双子が二組なんスよね」

「ふたっ!?　はー、じゃあ進学やらなんやら、大変だな」

「そうなんス！　全部二倍！　いや、四倍！」

　同僚たちがざわめく。その姿に内心、苦笑した。こう答えておけば、如何に金欠であろうとも、父や母が多少は情けないように見えないだろう。自分の大したことない社会人経験の中で学んだ、処世術の一つだ。実際は、高校生の弟たちはそれぞれ二歳離れているし、その下の妹たちは中学生と小学生の二歳差。全員計画的に妊娠出産された、子どもたちだ。

「そりゃあ、長男、頑張らねえとな！」

「そうなんス！　頑張ってますよ～」

　へへっと由貴が笑うと、その健気な姿に年かさの男たちはみな同情心を寄せる。そして、何くれとなく親切をしてくれるようになるのだ。

　これも、処世術の一つ。

「でも、そうなるとこの仕事よりもっと稼げるとこに就職してえよなぁ」

　同僚のぼやきに、由貴は一瞬言葉に詰まる。それでもすぐにいつもどおりの彼らしい笑みを浮かべた。

「充分ッスよ！」

「……！　はあ～……由貴っていい子だな、報われてほしい」

「わかる。俺、こんな息子が欲しかった」

　中年男性たちはため息を吐きながら、由貴を見る。その姿に、由貴は心の中に醜いドロドロとした何かがうずまくのを覚えた。それでも、由貴は笑う。

　やはり、これも処世術、なのだ。

「はは、何言ってんスか！　俺なんて、息子としては落第ッスよ！」

　カラッと笑って言った言葉に、自分自身が傷つけられる。

　そう、俺なんて落第もいいところだ。今の父母の苦労はすべて、自分に責任がある……だから、是が非でも由貴は稼がねばならない。下の弟、妹たちに苦労をかけてはならないのだ。

（……それに、これ以上稼げる職なんて多分ない）






　学もない上に、自分には――前科があるから。
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　よくある話だと、自分でも思う。






　ただの、荒れている田舎の高校生。それが由貴和弥、だ。

　家に帰れば幼い弟、妹が騒いでいて、口うるさい母と、厳格な父が待ち構えている。思春期になった由貴の足は、自然と家から遠のいていった。

　それでもまだ、高校野球に打ち込んでいた頃はよかったのだ。だが、それも二年の夏に肩の故障を原因に退部。そこからはもう、坂を転げ落ちるかのように、由貴の素行は悪化の一途をたどっていった。

　そして、あの日――






　　　＊＊＊






「……」

　由貴は握った拳をじっと見つめる。あれから十年近く経った今でも、鮮明に思い出せるのだ。

　人を殴った感触を。人の、骨を折った感触を……。

（ただのよくある不良同士の喧嘩だったはず）

　だから、その責任は自分だけではなく向こうにだってあると、今でも由貴は思っていた。だが、それでも由貴の拳のせいで相手は一生癒えない傷を負うことになったのだ。そして、そのせいで、今現在苦労しているのは自分だけではない。息子が前科者になったために仕事をやめさせられた父、そしてその割りを食った母、なんの罪もない弟妹たちも。

（どう考えても最低な息子だろ）

　苦笑しながら、弁当箱を片付ける。と、ふと年配の同僚が読んでいた本の帯に目が留まった。

「あ」

「ん？　なんだ、由貴もこういうの、読むのか？」

「あ、いや、そういうわけじゃないんスけど……」

　彼の手にあったのは、小鳥遊慶一著作の官能小説。そういえば、同じ表紙をシェアハウスでも見た気がする。伊坂が読んでいたのだろうか。

「なんだ、そうじゃないのか」

　あからさまに残念そうな男に笑って、でも興味はあるッスと付け足した。すると、彼はぱあっと表情を明るくする。どうやら、伊坂と同じく語りたいタイプのファンらしい。

「すごいんだぞ、この本は。エロいだけじゃない、いい話なんだわ」

「へえ……その作家、今人気らしいッスね。テレビでみたッス」

「おおお、そうか！　綺麗な顔のあんちゃんなんだよな。なのに、こんなスケベな本を書くとは……いい」

　しみじみとつぶやいて鞄の中を漁る男。そして、ささっと何冊か取り出して由貴に差し出した。

「いい機会だ。お前も読め」

「え？　で、でもっ」

「普段、本とか読まないタイプだろ？　映像みたいな即物的なものばっかじゃなくって、こういうのもいいぞぉ」

　差し出された本のタイトルはなかなかどれもエグい。

（ああ、これが一番マシ？）

　そう思い、由貴が受け取ったのは『夕張の夕景～緩やかに花開く～』と題された本だ。

　もはや、なにがテーマの本なのかはわからないが、他は人妻だとか、痴漢だとか、団地だとかなにかとモロなタイトルのものばかりで、その中においてはこれが一番マシだと思ったのだ。

「……おっ、通だねえ」

「え!?　あ……あは、あはは」

　思わぬ反応に、苦笑する由貴。と、ふいに携帯のアラームが鳴った。昼休憩が終わるのだ。

「あ、じゃあこれ借りてきます」

「おお、お疲れさーん」

　事務所内の男たちに頭を下げて、そそくさと建物を出る。まだ陽は高い。特に暑いわけではないが、なぜだか由貴はじりじりと焼かれているような気持ちになり、うつむいた。

（夕張の夕景……いったい、なんの話なんだ）
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「……やべえ、なんだこれ」

　帰宅後、早々に自室に引きこもった由貴は、黙々と例の本を読みふけっていた。

　内容は、北海道の、あの市を舞台にしているのかと思いきや、『夕張・ゆうはり』という名をつけられた遊女の物語であった。

　どんな苦界にあっても、美しくも艶めかしい夕張。そして、そんな気高い彼女を欲した男たちが巻き起こす、悲惨な愛憎劇。

「…………」

　由貴は初めて官能小説、というものを読んだのだが、こんなにも物語の部分がしっかりしているとは思わなかったのだ。

（しかも……エロい）

　正直なところ、由貴は漫画や、雑誌には興味を示さない、生粋の映像派だ。だからこそ、こんなにも文字だけでそそられるということに違和感を覚えた。とはいえ、勃起してしまったのは事実で、猛ったそれはもう隠しようもないほど膨れ上がっている……。

（あー、癪だけど！　すっげえ、癪だけど……！）

　そっと手を伸ばして、ズボンの中の自身に触れる。熱く火照ったソレを掴み、ゆっくりと上下に動かしていった。

「ん……っは、ぁ」

　この『ネタ』を書いたのが小鳥遊だと思うと、どうしても癪だ。だが、もう吐き出さないことには、にっちもさっちもいきそうにない。

「……っ」

　いや、本当は違うのかもしれない。

　これを書いたのが、あの小鳥遊だとわかっているからこそ、自分はこんなにも劣情を催すのかもしれない……。

「……くっ」

　荒く息を吐きながら、どんどんスピードを上げていく。妄想の中では、絶世の美女、夕張を組み敷いて、そして――

『ああんっ！』

「!?」

『いやあっ、ダメ！　そこは、ああっ!?』

　突然薄暗い部屋に響いた、嬌声。まるで影を縫われたかのように、由貴は動けなくなる。

（な、なんだ……!?）

　ドアに背を向けたまま、音の出処を探る。と、これは自室からのものではないと気づいた。ということは、隣室である小鳥遊の部屋からだろうか。

（セックス依存症とか言ってたよな……や、でも、まさか連れ込んではないだろ？）

　自分の部屋からではないと確定したことで安心したのか、由貴はそっとペニスから手を放し、起き上がった。なんとなく、足音を殺しながら、そっと隣室のドアを開ける。

「…………」

　すると、無表情でＡＶをぼうっと見つめている小鳥遊の姿があった。

（うっわ、すっげえシュール）

　今から自慰行為でもするのだろうか？　ならばいっそ、この前のこともあるのだから醜態をばっちり見てやろうか。そんなよからぬ考えが頭をよぎり、由貴はしばらくドアの隙間から小鳥遊の姿をうかがっていた。

　だが……どうにもこうにも、小鳥遊に変化はない。

（っていうか、よく見たらなんかメモとってる？）

　もしや、これは仕事の一環なのだろうか。だとしたら、邪魔するだけ野暮というやつかもしれない。

（いや、音量の件くらいは注意してもいいかもしんないけどさ）

　とは言え、由貴自身、先程小鳥遊の官能小説を読んでいたこともあり、伊坂ほどではないにせよ、作家・小鳥遊慶一の邪魔はしたくない、とファン心理めいたものがこみ上げてきてしまう。

（あーもう……部屋、戻ろ）

　そう思い、そっと踵を返した瞬間、背後から声をかけられた。

「なんだ、一緒に見ていかないのですか？」

「え？」

「ずっと食い入るように見ていたので、見たいのかと思いまして」

「あ、いやっ、ちがっ」

　小鳥遊にバレていたこともそうだが、勘違いされたことで一気に由貴は恥ずかしくなる。とはいえ、小鳥遊の自慰を期待してみていたなんて、とてもではないが言えるわけもない。なんと言い返していいかまったくわからなくなった由貴は、渋々うなずいた。

「……そッスね。見たいッス。こんだけ、すごい音量で垂れ流されたら、さすがに」

　由貴の言葉に、小鳥遊は一瞬きょとんとした表情になる。そして、しばらく何事かを考えたあとで、パソコンのキーを弾いた。

「一人暮らしだった頃の名残ですね。申し訳ない」

　そう言って音量を落とすと、小鳥遊は由貴を手招いた。

「どうぞ。せっかくですし、見ていったらどうです」

（せっかくって、なんだよ）

　そう思いながらも、辞するのは負けた気がして、由貴はそのまま部屋へと入った。部屋の中は存外綺麗に片付いている。というか、ベッドと机、それからパソコン以外、なにもないのだ。最低限の着替えくらいは置いてあるのだろうが、パッと見ではわからない。ベッドの下に収納でもあるのかもしれない。

「あ、お隣どうぞ」

「ども」

　ベッドに腰掛けて、机に置かれた17インチの画面に見入る。ナニをするでもなく、男が二人並んで、だ。

（シュールな絵面だな）

　画面の中では艶めかしい豊満な肉体の女が衣服を乱され、醜男に乱暴されていた。女の方はＯＬという設定なのか、それらしいスーツ姿だ。

（案外、まともなＡＶ見てるな）

　ジャンル的にはレイプモノかもしれないが、女の方も嫌がってるようにはあまり見えない。なぜなら、「嫌々」と口では言うものの、率先的にフェラをしたり、自らの乳房をいじったりとなかなかアグレッシブなのだ。

（……やばい）

　さっき、中途半端に自慰をやめてしまったせいか、だんだんとまた劣情に火が灯り始める。いっそのこと、もっとアブノーマルなＡＶならよかったのに、と思いながら、由貴は画面から目をそらした。

　すると、今度は小鳥遊の横顔が視界に入る。端正な顔立ちの彼は、基本的に表情を変えることはない。今も、能面のような顔で画面をただ、ただ見つめている。だが、その少し下……首筋のラインが突出して、異様に美しいことに気がついて、由貴はごくりと喉を鳴らす。
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「……なんです、由貴くん？」

「やっ、なんでもっ」

　赤くなった頬をさとられないように、慌ててうつむく。だが、そんなことで小鳥遊の嗅覚を騙せるわけがなかった。

「へえ、こういう女性が好みですか？」

「そ、そういうわけじゃ……っ」

　由貴の反論を聞いているのかいないのか、小鳥遊はなんのためらいもなく由貴の履いていたスウェットパンツに手をかけた。そして、一気に下着ごとずり下げて、ペニスを露出させる。

「なっ」

「ふむ、いい角度と硬度です」

　唖然としている由貴を置いて、小鳥遊はモノに柔らかな唇を寄せた。そして、ぱくりとくわえ込む。

「んんっ!?　センセ、ナニしてっ」

「んじゅっ、んっ……ん」

　一気に喉の奥深くまで咥え込んだペニスを、小鳥遊は口をすぼめることで扱き上げる。かつ、それと同時に舌先をべったりと裏筋にあてがい、刺激を与えた。

「いっ、あ……っ！　ちょっ、慣れすぎじゃないッスか」

「んっ、んは……ん、れろぉ……いいえ、初めてですよ」

　珍しく、由貴の疑問にきちんと答えた小鳥遊は、今度は手淫と組み合わせて舌先で愛撫を施していく。その技はどう考えても、初心者のものだとは思えない。

「いやいやいや、うそだろ」

「んれろ……うそじゃありませんって……フェラチオをされたことは数多ありますが、するのは初めてです」

　淡々とそう答えて、小鳥遊は由貴のペニスを蹂躙していく。一気に射精欲を掻き立てられて、由貴はジタバタともがき始めた。

「そ、そうッスか！　どっちでもいいんスけど、どのみち俺にはそっちの趣味はなくって……んんっ!?」

　小鳥遊の指先が玉袋を掴む。そのまま中の珠を転がすようにして刺激され、由貴は立ち上がりかけた膝が笑ってしまい、そのまますごすごベッドに腰掛け直す羽目になった。

（この人、ほんっと、なんなんだろ）

　もう嫌だ、どうして自分が同性にこんなことを、と、由貴の頭の中をぐるぐる言葉が巡る。それはいつのまにか、声になって外に出ていたらしい。

「……？」

　ふと動きを止めた小鳥遊がペニスから唇を離し、至近距離で由貴を見つめた。そのオニキスのような瞳のきらめきに、由貴はたじろぐ。

「な、なんスか……」

「君は本当にいい素材を持っているんですよ。無垢で、可愛い。汚してしまいたくなる」

「～～～っ」

　そう言って、小鳥遊はかすかに口角をあげた。

「もう、センセが悪いんスよ!?」

　やけくそになった由貴が、小鳥遊の両肩を掴んでベッドへと押し倒す。ギシッとスプリングが音を立て、余計に劣情が高まるのを感じた。

「小鳥遊センセが煽ったんスから！」

　そう自身を正当化し、由貴は小鳥遊を犯そうと……。

「ええ、望むところです」

「え？」

　微笑んだ小鳥遊が、自身に跨った由貴のペニスを両手で掴む。すると、そのまま絶妙な力加減で擦り上げ始めた。

「ちょっ、まっ、え……!?」

　途端に、脱力していく四肢。慌てて、体勢を崩さないように腕に力を入れるが、与えられる快楽が強烈過ぎて、どうしようもない。そのまま組み敷いた小鳥遊の首元に顔を埋める格好で、由貴は倒れ込んだ。

「あっ、や、ちょっ、そこは……んっ、んんっ!?」

「ここが弱いんですね。いいセンスです」

　尿道口を指先で引っ掻いて、小鳥遊は手淫のスピードを上げていく。途端に、由貴は苦しいほどの火照りを感じて、あっという間に精を吐き出した。

「んんっ、んぅう」

「……ああ、たくさん。結構溜まっていたんですね」

「お、俺……俺……っ」

　男の手でイカされた。しかも、自分が襲おうとした相手に、返り討ちにされた。

　諸々、ショックが大きすぎて由貴は頭の中が真っ白になる。だが、小鳥遊の手はここで止まることはなかった。

「……ひっ!?　なにしっ」

「きちんと慣らさなくては痛いと思いますから」

「やっ、そうじゃなくって」

　由貴自身から吐き出された精液を掬って、小鳥遊は彼のすぼまりに指を当てる。そのまま塗り込めるようにして、入り口を刺激し始めた。

「いっ、や、やだっ！　待って、なにこれ、俺がそっち!?」

「……？　ええ、そうでしょう」

「いやいやいやいや」

　慌てて由貴が否定するが、がっちりと小鳥遊に尻を掴む格好で抱きしめられているので、身動きが取れない。

（マジかよ）

　こんなことになるのなら、さっき変な勇気を出して押し倒したりなんかしなければよかった。

　そう後悔しても、もう遅い。

「……さ、いいでしょう。力を抜いてください」

「やっ、無理っ！　無理っ！」

　由貴の悲鳴を無視して、小鳥遊が案外無骨な指先を菊門に飲み込ませていく。

「う、うあ……」

　体内をまさぐられる感触に、由貴は声を上げる。だが、異物感は強烈なものの嫌悪感はさほどでもない。そんな自分に、由貴は衝撃を受けていた。

「んっ、んうっ!?　あ……いっ、あ……！」

「痛いですか」

「い、痛い……と思うけど、それより、なんか、出そう」

「ああ、その排泄感が快楽に繋がるそうですので、ご安心を」

「それ、まったく安心できねえ」

　文句を垂れるが、それもまるごと無視して小鳥遊は由貴の後穴をいじる。先程達したばかりである以上、こんなことでは……と由貴は思っていたのだが、徐々におかしなたぎりを覚えだす。

（な、んだ、これ……!?）

「……もしかして、また大きくなってきています？　若いんですね」

「なっ、そんな……まさ、んんっ、ん」

　違う、嫌だと思っているはず。こんなことでまさか、自分が快楽を得るなんて……どうしようもないほどの不甲斐なさに、由貴は涙で視界がにじむ。だが、身体の方は正直で小鳥遊の指先に腸内をまさぐられ、快感が一気に積み上げられていく。

「んんっ、ん……っ、あ……やっ、ああ」

　自分でもショックを受けるほどに、唇から漏れる声は甘い。そんな由貴の変化を見て取ったせいか、対象的に小鳥遊は無口になっていった。

（きついはずなのにっ、なんだこれ……頭の中が、ふわふわして、おかしくなりそうだ）

　下唇を噛んで、必死に声を堪える。だが、小鳥遊の指が中で折れるたびに、身体の芯がうずいて、ペニスに血液が多量に流れ込んでいくのがわかった。

「んっ、んぁ……もっ、はぁ」

　もう嫌だと言ってもがくが、小鳥遊の力は強い。そのまま否応なしに快感を高められていき、どうしようもないほどのフラストレーションが根本に溜まって……。

「もっ、あ……っく、いく」

「……！」

　先端から噴き出した熱が、小鳥遊と由貴、両者の腹をどろりと汚していく。

「あ……お、俺……」

　由貴はサーッと血の気が引いていくのを感じた。まさか、自分がアナルだけでイクとは思わなかったのだ。あまりの衝撃に彼は、その場で脱力する。

　もう、どうにでもなれ、だ。

　ここまで来たら、いっそ掘られてももう変わらない。そんな気さえしてきた。

「……ごい」

「え……？」

　耳元でぽつりとつぶやかれた言葉に、由貴は顔を上げた。

「すごい！　すごいですよ、由貴くん！」

「な……え？　ど、どうしたんスか」

「すごい才能です！　初めてなのに、アナルだけでオーガズムを迎えられるとは！　素晴らしい！　あなたは逸材です！」

「……は、はあ」

　小鳥遊は由貴を身体の上に乗せたまま、上体を起こす。そして、そのまま由貴の肩を掴むと、これまでにないほど熱っぽい瞳を彼に向けた。

「素晴らしい！　あなたは、予想以上に素晴らしい才能をお持ちだったのですね！」

　……こんなことでもなければ、ここまで熱烈に認められて、嬉しかったかもしれない。だが、事が事だ。とてもではないが、喜べない。

「はっ、こうしてはいられない！　ちょっとすみません」

　小鳥遊は由貴の身体を壁側に押して、彼の下から這い出る。そして、そのままＡＶをつけっぱなしのパソコンへと向かった。

「……え」

「ああっ、何から書くべきか！　言葉が溢れて止まらない！」

　どこか、おかしなスイッチが入ったらしい。

（……なんか、俺、今すごい間抜けじゃね？）

　隣室の男の部屋で、ペニスと尻を丸出しにしてベッドに寝そべっている。だが、その件の男は自分ではなく、パソコンにご執心だ。

（帰ろ……）

　ずるずると起き上がり、ズボンを引き上げる。そして、そのまま部屋へと戻っていった。

「うう……」

　――ぼふっと音をたてて、ベッドへと身を投げる。

　二度射精したくせに、まだ身体はうずいている。というか、正確にはこすられ続けた菊門の奥がうずいているのだ。そのことが、あまりに不愉快で由貴は舌打ちをする。

「……なにが、緩やかに花開くだっ」

　ベッドサイドに置かれたままの小鳥遊の著作。その副タイトルに文句をつけて、由貴は無理やり目を閉じた。

（もう、しんどい。寝よう）

　これは悪夢だ。きっとそうに違いない。

　だから、眠ればこの肛門の不快感もなくなっているはず。

（あー……）

　もはや電気を消すことすら面倒だ。

　由貴はそのまま、まぶたを固く、固く、閉じて眠りについた。
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「……すぅ」

　その部屋に入ると、室内は健やかな寝息に満ちていた。

「電気、消さなきゃダメじゃないですか」

　小鳥遊はそうつぶやいて、由貴の寝顔に見入る。その寝姿はかなりダイナミックで、表情も苦渋に満ちている。正直、贔屓目に見ても決して可愛いようなものではない。

（私、どうやら男もイケたんですねえ）

　心の中で、ぽつりと呟いて、小鳥遊は目を閉じる。






『……ああ、慶一。慶一だけは……私のモノ』

　瞼の裏に巡るのは、幼い頃の悪夢。

　しわしわの醜い素肌と荒い吐息。触れられることで、耐え難い恐怖に心を縛られ……ああ、どうして、母は助けてくれなかったのだろう。

　すべてを、知っていた母は、どうして。






　指先で、そっと頬を撫でる。皮膚の下に埋まったひげの感触が薄っすらと肌に伝わり、小鳥遊は鼓動が高鳴るのを覚えた。

　自分は今、彼がほしい、と感じているらしい。

（こんな気持ち、いつぶりだろう）

　頬を撫でた指をスライドさせて、唇に押し当てる。そして、今度は首筋へとそっと触れて……。

「彼が、私のミューズ……なのでしょうか」

















第四章












「どうしてこうなった」

　そうつぶやいて、由貴は自分の尻を撫で回す男の顔をにらみつける。

「……なにか言いましたか？」

　しれっとそう言ってのけた小鳥遊は、そのまま器用にもう片方の手で文庫本のページをめくった。それと同時に、もちろん由貴の尻も揉みしだき……。

「うわあああ！　もう、勘弁してくれ！」

　作り終わったプロテインのシェーカーを持って、由貴がキッチンから駆け出す。そのままこれ以上尻を揉まれまいと、リビングの壁際にぺったりとくっついて腰を下ろした。

「……」

　小鳥遊は、というと、そもそも由貴がいたからキッチンにいただけで、そこには何の用事もなかったため、普通にアイランドキッチンから出て、リビングへとやってくる。そして、特になんの躊躇もなく由貴の隣に腰を下ろした。

「もう、なんなんスか……」

　疲労困憊といった様子で由貴が吐き出すと、小鳥遊は小首をかしげた。

「スキンシップ、でしょうか」

「いや、それはわかるんスけど！　わかるんスけどね？」

　そういうことじゃあないでしょう、と言いかけて、言葉を飲み込む。だんだん由貴もわかってきたのだ、小鳥遊になにか言い募ったところで上手く伝わることなんてほとんどないと。

（頭がいいんだか、悪いんだか……いや、興味ないことに対しての機能がめちゃくちゃ悪いっていうか）

　こういったとき、夏生がいれば意外なことにきちんと止めに入ってくれるのだが、と由貴は思う。だが、肝心の夏生は親族間のゴタゴタとやらのせいで最近は家を空けがちだ。

「……おっ」

「！」

　一瞬ドアを開けた伊坂と目が合う。どうやら仕事の合間に一度、帰ってきたようだ。助けを求めようと由貴が立ち上がりかけた瞬間、伊坂は妙に優しい笑みを浮かべた。

「ごゆっくり」

「ちょおっ、待ってくださいよ。英二さーんっ」

　情けない声をあげると、伊坂はなぜか親指をグッとたてた。

「由貴くん、君はすごいんだ。君に変わる人材はいない。すばらしい、というわけで頑張ってセクハラされてくれ」

「……ほら、由貴くん。このように伊坂さんもおっしゃっていますよ」

「いやいやいやいや！」

「仕方がないではありませんか。あなたをかまっていると、創作意欲が湯水のごとく溢れてくるのですから」

「素晴らしい！　素晴らしいです、先生！」

「待ってくださいって。それ俺に、作品のために犠牲になれってことじゃないッスか！」

「……代われるものなら、俺が代わってあげたいんだけどねえ」

　しみじみ言って、伊坂がスーパーの袋をキッチンに置きに行く。その後ろから、杜屋もくっついてやってきた。

「助け……」

「僕は正直なところ、そこの作家先生が英二さんに興味ないならどうでもいいですよ」

「なっ!?　えっ、それって、そういう!?」

　違うところに突っかかって、由貴が瞬きする。

　最近、パラリーガルとして働き始めた杜屋は、以前にもまして自分に自信があるようで、伊坂への好意をもはや隠そうとはしていない。そのことに小鳥遊や鳥飼は気づいているが、由貴はどうやらストレートに言葉にされなくてはわからなかったようだ。

「そうそう、そういう意味ですよ～。と、英二さん、またこんなに肉ばっかり買って……臭くなりますよ、今以上に」

「ちょっ、そういうのやめろよぉ！　俺だってなぁ、俺なりには結構、気を使ってるんだから！　てか待って……え、なに、マジで臭い？　え……」

　じゃれ合う二人の声に、呆然としている由貴。その隣にぴっとりくっついて、なんなら頬あたりの匂いを嗅いでいる小鳥遊。その光景は、かなり異様だ。

（おいおいおい、ちょっとマジでこの大塚荘ってそっちのケがある人しかいないんじゃ）

「……ああ、いい匂いですね。若干汗臭いのも高得点です。まだ、老廃物の匂いはしていません。……ん？　デオドラントの種類を変えましたか？」

「だあああ！　もう、離れてほしいんスけど!?」

　由貴は乱暴に小鳥遊を跳ね飛ばし、ダダッと廊下に駆け出る。そして、安全な距離を保った場所から指を突き出した。

「俺、デオドラント、変えてませんから！」

　頬を真っ赤にして、言うべきセリフなのだろうか。それは。

「くっ、ふふ……」

　小鳥遊は由貴の言葉に笑い出す。そして、彼につかつかと歩み寄っていった。

「やっぱり、あなたはいいですね。由貴くん」

「や、ちょっ、来ないでくれっつってんスよ!?」

　ドタバタと階段を駆け上がる音を聞いて、伊坂と杜屋が顔を見合わせた。

「……仲良いな～。ちっとウラヤマシイ……」

「はあ？　なに言ってんです？　僕たちだって仲良いですよ。ねえ？　オ・ジ・サ・ン」

「……あ、はい、ですね」

　棒読みでそう伊坂が返すと、杜屋は不機嫌そうに鼻を鳴らした。そして、いらついたように腕を組んでみせる。

「……で、考えは変わらないんですか」

「ああ、家の話？」

「そうです。僕のとこ、来ていいんですよ。オジサン」

　前々から言っていたことではあったが、杜屋はもう少し勤め先に近い利便性のいいところに引っ越すことに、本格的に決めたらしい。それ自体は、もう夏生にも話はつけてあるし、なんら問題はない。だが、杜屋にとって不愉快極まりなかったのは、伊坂の決断だ。

「いんや、そこまで頼るのもなんかねえ。……だから、俺はしばらくはこのまま大塚荘に住み続けるわ」

「……」

　杜屋のほうをちらっと見て、伊坂は苦笑する。

　まだまだ杜屋の人生は長い。男女問わず、いくらだって良い伴侶と出会える可能性があるだろう。そう思うと、よもや自分が家に転がり込んでまで、彼を束縛するのは伊坂の思うところの『いい大人』がしていいことではないのだ。

「オジサン、そうやって僕から逃げる気じゃないですよね」

　ぽつりとつぶやいて、杜屋が伊坂の服の裾を握る。

（……いや、こういうのずるくない？）

　ふせられた瞳に、伊坂の鼓動が高鳴る。勘弁してくれ、と思いながらも、思考より先に身体が動き、杜屋の頭を撫でていた。

「どーせ、逃げたって薫は追っかけてくんだろ？　逃げるだけ、面倒だってば」

「ふふ、よくわかっているじゃないですか」
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（最悪だ……）

　深い溜め息を吐きながら、そろり、そろりと由貴は部屋から廊下へと出る。今日は伊坂は迷子の猫探し、杜屋と鳥飼はいつもどおり仕事。そして、夏生は親族のゴタゴタ、とやらで一日中、外出だ。必然的に家の中は、自分と小鳥遊だけ、ということになってしまう。

（ばれないように、ばれないように……）

　自分だってせっかくの休日だ。外に出たい気持ちがないわけではない。だが、仕送りを増額した関係で、とてもではないがどこかに遊びに行くことなど出来なかった。

（給料日まであと、10日……地獄だ）

　階段を下りて、リビングへと向かう。冷蔵庫から自身のペットボトルを取り出して、中身を煽った。冷たい水が喉の奥へと流れていき、寝起きの渇きが癒やされていく。

「ふう……」

「どうも」

「あ、どうも……って、うわっ!?」

　声に振り返ると、そこにはうっすら微笑んだ小鳥遊が立っていた。よくよく見回せば、彼はダイニングで仕事をしている最中だったらしい。ノートパソコンの横には、誰かが淹れてくれたのであろう、冷え切ったコーヒーのマグカップが置いてあった。

「め、珍しいッスね。部屋以外で仕事なんて」

　引きつった顔のまま、そう由貴が訊ねると小鳥遊は首を小さく左右に振った。

「最近は特に珍しいことではなくなってきました。子どもの教育でもあることらしいですが、雑音が多いほうが、集中力が高まるタイプもいるようで。自覚はありませんでしたが、私もそのようですね」

「はあ、そうッスか」

　それだけ言って由貴は小鳥遊と対峙した。できれば、何事もなく部屋へと戻りたい。だが、彼の横を通らねば、どこに行きようもない。

（……さて、どうするか）

　ジリジリとゆっくり距離を詰める。その姿は、さながら威嚇中の小動物だ。

「……愛らしい」

「へ？」

「いえ、なんでも」

　小鳥遊は自分の中に湧き上がる謎の感情に、ゾクゾクと興奮していた。これは独占欲？　それとも、強烈な恋情？　なんだろうか。なんと形容するのが正しいのだろうか。

「で、そこ通してほしいんスけど……」

「あ、はい。どうぞ、お通りください」

　あっさり半身を避けた割に、由貴がそこを通ろうとした瞬間小鳥遊はぺたっと彼にくっついた。そして、そのまま優しい手付きで由貴の尻を撫で回す。

「……～～っ」

　やっぱり、なにかせずにはいられなかった。

　そう思いながら、小鳥遊はそのまま由貴の身体に自身の高ぶるソレをくっつけた。いっそ、その行為は痴漢に近いとわかりつつも、小鳥遊は自分自身をコントロールすることができなかったのだ。

「ああああ！　ほんっと、いい加減にしてくれないッス……んむ!?」

　振り向いた由貴に口づけて、舌を口内にねじ入れる。嫌がって逃げ惑う由貴の動きにさえ高められて、あわよくばこのまま、なんて考えが頭をもたげた。

　だが、由貴は由貴で最近の度を超えたスキンシップに、限界を迎えており……。

「……っ!?」

　由貴の無骨な手のひらが、小鳥遊の着流しの襟首を掴む。そして、そのまま力任せに引き離した。そのあまりの力強さに、小鳥遊は壁にしたたかに背中を打つ。

「由貴くん」

「いい加減にしてくんないッスか。もう、俺限界ッス」

　そうはっきりと拒絶の意思を乗せて、言葉を発する。すると、小鳥遊は切れ長の美しい瞳をまたたかせた。

　嫌がられているとはわかっていたものの、それでも嫌よ嫌よもなんとやらのラインだと小鳥遊は思っていたのだ。それが、どうやら読み違えだったかもしれない、と理解し、彼は思案を巡らせた。






（あ……やべ）

　由貴は由貴で、思っていたよりも強く言葉が出てしまったことに、ドキドキしていた。ここまできつい語調で言うつもりはなかったのだが……と思いつつ、それでも、どうせこの作家センセイにはこんな拒絶の言葉など、通じないだろうと――

「そう……ですか、本気で嫌なら仕方がないです」

「え……？」

　あっさりと、それだけ言って小鳥遊はダイニングテーブルに戻っていく。そして、何事もなかったかのようにパソコンに向かい、なにか打ち込み始めた。

「……」

　拍子抜けした、と由貴は思う。

　こんなにあっさりと引いてくれるのなら、もっと早くきちんと強く拒絶すべきだったという思いと、それと同時におかしな憤りを感じる。上手く言葉にできないが、それでも無理やり言語化したとしたなら『ショック』だったのだ。

（今まで、あれだけ迫ってきたくせに）

　そう心の中で毒づきながらリビングを出る。そのまま部屋へと続く階段を上がりながら、由貴は思う。

（……いや、でもどうせ今だけだって）

　明日になればまた、しれっとした顔でちょっかいをかけてくるのだろう。

　そうだ。

　きっと、そうに違いない――
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「……はああ……」

　それから数日。

　ものの見事に由貴の思いは裏切られていた。

（あれだけ散々俺にくっついといて、なんで今更こんな……ああ、もう）

　別に自分だってちょっかいをかけてほしいわけではない。というか、むしろ嫌だったはずだ。平穏に家での時間を過ごせるようになって、本来はストレスフリーだと喜ぶべき……なのに、どうしてこんなに自分はストレスが溜まるのだろうか。

（イライラする。腹が立つ）

　小鳥遊がなんでもない顔で朝アイスコーヒーを飲んでいるのも腹が立つし、自分が帰宅したのに部屋を訪ねてこないのも腹が立つ。ついでに言えば、風呂上がりに視線を感じることがないのも腹が立つし、隣の部屋から爆音のＡＶが聞こえてこないのも腹が立つ。

（きっと、なんもかんも気に食わねえんだろうな。今の俺は）

　自分でそれに気がついて苦笑する。そのまま、由貴はベッドの上でぐうっと大きく伸び上がった。携帯の画面を見ると、もう時刻はてっぺんを回っていた。

　今日も一日、とても疲れた。朝から晩まで荷物を運んで、目が回りそうだ。……だが、明日は休日。ゆっくりと午後まで眠り、英気を養おう。

（あー、部屋の電気消さねえと。……でも、面倒だな）

　念じていれば消えたりしないだろうか、なんて子供じみたことを考えて笑ってしまう。

（バカなこと考えてないで……ん？）

　ふっと腹の上に乗せていた携帯が震えて、意識がそちらへと向く。画面を見ると、そこには実家の電話番号が表示されていた。

（こんな時間に……？）

　それに、母なら母の携帯からかかってくるはずだ。なら、これはいったい？　一瞬で頭が覚醒する。嫌な予感がするのだ。

「もしもし？」

　絞り出した声はどこか掠れていた。電話口から一拍遅れて聞こえてきたのは、幼い妹の声で――

「かず兄、助けて」
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　――隣室からバンッとすごい音がして、パソコン作業中だった小鳥遊は顔を上げた。こんな時間に？　と思いつつ、扉を開けると一度階段を下りた由貴が何故かすごい勢いで部屋に戻ってきたところに行き合った。

（この人、ジャージ姿でどこ行くんですかねえ）

　手に財布をひったくって、再度部屋から出てきたところを見るに、どうやらさっきはそれを忘れて戻ってきたらしい。

　……自分には関係ない。

　そう一瞬、小鳥遊は思う。だが、自分の理性より先に身体が動いていた。……由貴と一緒にいると、自分でも信じられないことがどんどん起こるようだ。

「……!?　センセ？　あ、うるさかったッスか。すんません、でも俺急いでいるんで」

「ええ、それは見ていればわかりますよ」

　そう返したものの、服の袖をがっちり掴んだままの小鳥遊。由貴が少し苛立ちながら、急いでいるんで、と言葉を重ねる。それでも、彼は離さなかった。

「こんな時間に出ていかれるなんて、なにかご事情があるのだとは思います。込み入ったことかもしれませんが、おうかがいしても？」

「……や、センセに関係は」

　怒りに任せてそこまで言って、由貴はふっと呼吸を整えた。自分が今、いくら小鳥遊に怒りをぶつけたとて、何も解決しない。ならば、早く小鳥遊の興味を失くしてもらうほうがいいだろう。

「母親が倒れたって、妹から連絡があったんス」

「ご母堂が？」

「ごぼ？　母ちゃんス」

「ああ……だから、ご母堂」

「……よくわかんないスけど、じゃあそれで。なんで、今から実家の近くの病院に行かないとなんなくて」

　やりとりに焦れた様子の由貴に、小鳥遊はふむと心の中で唸る。こう言ってはなんだか、由貴の懐事情はいつもよくなさそうだ。それを思うと、こんな時間にここから彼はどうやって実家まで向かうつもりなのだろうか。

「そちらは近いので？」

「……あ」

　小鳥遊の言葉に、由貴の顔色が一瞬にして青ざめていく。

「……隣の県、なんスけど……電車で、二時間……ぐらいッス」

「電車は今の時間ないですよね？　タクシーで行かれますか？」

「それは……っ」

　悔しそうに顔を歪める由貴に、小鳥遊はだいたいの事情を察した。以前、兄弟姉妹が多い家の長男だとは聞いていた。由貴の性格を考えれば、幼い妹に頼られれば、一も二もなく駆け出してしまうだろう。

「は、走ってでも行くんで。そしたら、始発が動くよりはもしかしたら」

「いいえ、それなら始発を待つべきでしょうね」

　由貴は一瞬苦しげに眉を寄せた。そして、目の前の男をじっと見つめる。彼ならば、きっとタクシー代くらい持っているだろう。しかも、自分に対して少なからず好意も抱いてくれている。もし、由貴が頼めば彼は……とそこまで考えて、うつむいた。

　どうしても、それだけは出来ない。

　なんと言われようと、由貴にだってプライドがあるのだ。

（……けど、それって母ちゃんのもしもに間に合わないかも……ってことより、重要なのか？）

　そう自分に改めて問えば、答えは明白だった。

「センセ……俺」

　何やらスマートフォンをいじっている小鳥遊に声をかける。必死になって絞り出したその声は完全に震えていた。

「俺……センセにこんなこと言うの、おかしいかもしんないんスけど……でもっ」

　そこまで言って勢いよく頭を下げる。

「金、貸してくださ――」

「――五分で来るそうですよ」

「え……？」

　下げた頭を叩かれて、由貴が顔を上げる。すると、小鳥遊は携帯の画面を彼に見せつけた。

「タクシー。アプリで呼べるのだと、最近担当の方に教えていただきました」

「……セン、セ」

　鼻の奥がつんっとして、一瞬瞳に涙の膜が張る。それがこぼれそうになり、慌てて袖口で拭った。






　死ぬほど長く感じた、五分の後。タクシーが大塚荘の前に横付けされた。

「ありがとうございます。ほんと、恩に着ます」

　小鳥遊にそう告げて、タクシーに乗り込む。支払いはそのアプリ経由で小鳥遊が払っておいてくれるらしい。なんとも、ありがたい話だ。

「あの、俺帰ってきたらちゃんとセンセの話……」

　と、ふいに小鳥遊が由貴の胸を突いた。そして、出来た隙間に彼が乗り込んでくる。

「さあ、行きますよ。由貴くん」

「え……!?」

「運転手さん、さきほど入力しておいた国立病院まで」

「はい」

「いやいやいや、待って待って」

　平然と発車したことに、由貴は声をあげる。

「なんでセンセが一緒に来てんスか!?」

「君は、私のミューズ……候補、なので」

「は、はあ？」

　いまいちよくわからない回答。

　その意味を問い直そうと思ったが結局由貴はやめた。なぜなら、小鳥遊の言動、行動で意味のわかったことなんてほとんどないのだから、と。

「妹さんに電話してあげたらどうです」

「……あ」

　促されて、由貴はうなずいた。

　そうだ、今は小鳥遊の真意はどうであれ、ただひたすら感謝するしか自分にはないのだ。

「……もしもし？　兄ちゃんだけど」
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「……和弥！」

　リノリウムの床を踏んで、病室へと入る。消毒液特有の匂いが鼻について、小鳥遊はかすかに顔を歪めた。

「母ちゃん……！」

　ベッドの上から由貴に声をかけた女性は、なるほど確かに面影がある。彼女の周りには由貴とよく似た子どもたちが４人。

（思っていたよりは元気そうで何よりです）

　そう思いはしたが、小鳥遊は声には出さない。

　眼の前で抱き合う親子の図に、ただただ見入っていた。

（健全な親子関係、というのはこういうものをいうのでしょうか）

　自分には到底わからないし……よく考えてみれば、別にわかりたいと願う必要性も特にはなかった。

（今更、母の愛が恋しいなんてこともない……）

　こちらがそう思っている以上に、自分の場合、向こうだって小鳥遊を愛してはいないだろう。それが、答えだ。

（何せ、私は……祖母の所有物、でしたから）

　だが、なんだろうか。

　彼らを見ていると、なぜか胸がきゅっと締め付けられるような気がした。

（寂しい……？）

　そうだ、この感情に名前をつけるなら……きっと、それだ。

「こんな時間にわざわざ……本当にごめんなさい」

「いいんだよ。そんなことより、急に倒れたって聞いて、驚いた。検査とかは終わったのか？」

　由貴の問いに、高校生ぐらいの男の子が口を開く。どうやら彼が次男のようだ。

「さっき終わったばっか。一応今のところは過労だろうって話」

「そうか……あ、そうだ。父ちゃんは？」

「警備員のバイト、夜勤だから」

　苦々しく由貴は顔を歪めて、母の手を握る。

「ごめん、母ちゃん」

　つぶやかれた言葉に、母はゆるく首を振った。そして、所在無げに佇んでいた小鳥遊へと目をやる。

「うちの息子を連れてきてくださったのは、あなたですか？　本当に、ありがとうございます」

「……あ、いえ」

　小鳥遊は、「自分が世話になっている」と言うべきか一瞬悩み、結局やめた。と、視界の端で妹とおぼしき少女が彼に熱視線を送っていることに気がつく。

（さすがに中学生は守備範囲外ですが）

「……ね、ねえ、かず兄。もしかして、この人って……」

「ん？」

　上の妹に促されて、由貴が顔を上げる。反応から察するに、どうやら小鳥遊のことを知っているらしい。官能小説家、とはいえ、最近はワイドショーの特集だけではなく、ドキュメンタリー番組やなんかにも出ているのだから、知っていても何もおかしくはない。

「あ、えと、今一緒のシェアハウスに住んでる作家センセイ。小鳥遊慶一って言うんだけど」

　やっぱり！　と言わんばかりに表情を明るくする妹。弟二人もどうやら小鳥遊がどういうたぐいの人間かわかったらしい。末の妹と母親だけが見当もつかないようで小首をかしげている。

「はあ、どうも。由貴くんの隣室に住んでいる、小鳥遊です。しがない物書きで」

　それだけ言って、小鳥遊は会釈する。途端に、彼らはざわめいた。

「し、しがない!?　そんなことない……！」

「あらまあ、お母ちゃん困ったわ……そんな偉い人がまさか和弥と友だちだなんて」

「いや……かず兄の友だちなわけないじゃん。知能レベルが違いすぎるし」

「こら、兄貴に向かって何言ってんだ！」

「いってぇ！」

　騒がしくなった病室に、小鳥遊は困ったように瞳を揺らす。そんな彼を見て、由貴は一瞬柔らかな笑みを浮かべた。
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　明け方、東の空に茜が差す。

　それまで空を支配していた藍色を外へ追いやるように、どんどんとその茜は世界を侵食していった。

「……あ、これ」

　国立病院のタクシー乗り場で、小鳥遊はベンチに座っていた。その冷え切った頬に、由貴は缶コーヒーを当てる。

「ああ、どうも」

「さすがに、お礼はこれだけってわけには行かないと思うんで、なんかします。あと、お金もかかった分、教えてくれたら借金としてきちんと返済するんで」

　別にいいのに、と小鳥遊は思ったが、それを口にするのは躊躇してしまう。自分は何度もこういった場面で不用意な発言をし、人を傷つけてきたのだ。別にいまさら、傷ついた人間が一人増えたってどうってことはない、と思うのと同時に、なぜか由貴だけは傷つけたくないとも思うのだ。

「……私は傲慢な人間です」

「え？」

「いえ、なんでも。それで、あなたはどうして座らないんです？」

「え……あ、いや、俺は始発の電車で帰ろうかと思って……それで」

「……どのみち、私はタクシーで帰りますよ。同乗者が一人増えたところで、金額に変化はありませんけど」

「いや、でも……俺……」

　この間、あんなふうに拒絶しておいて、今度は金を借りて好意に甘えて……その上、まだ、と思うと、由貴はさすがに気が引ける。だが、小鳥遊の瞳の力は強く、有無を言わせてはくれないようだ。

「……そうッスね。一度甘えたんだから、甘えきろう」

　ははっと笑って由貴もベンチに腰掛ける。すると、小鳥遊は無言で距離を詰めてきた。くっついた身体の側面は暖かく、由貴もそれを嫌がりはしなかった。

「……よかったですね、ただの過労だとわかって」

　唐突な小鳥遊の言葉に、由貴は彼の様子を窺う。だが、小鳥遊の視線は由貴の方を向いてはいなかった。タクシーロータリーの向こうに広がる竹林、それをじっと見つめているらしい。

「頭打ったみたいなんで、しばらく入院ッスけどね。は～……仕送りを増やさなくちゃなんないッス」

　笑い話にできるように、努めて明るい声でそう言ってのけると、小鳥遊は自身の頭を由貴の頭にそっとくっつけた。

　何を言うでもないのに、そのぬくもりや優しさが嬉しくて由貴は視界がにじむ。

（ダメだな、なんか涙腺がゆるい）

　ついでに、口までゆるくなってしまいそうだ。

「俺のせい……なんスよ。父ちゃんと母ちゃんが大変なの」

「……」

「今も馬鹿なんスけど、高校んときはほんっと手がつけられない馬鹿で。でも、野球やってる間はよかったんスけどね、故障してやめて……荒れて……暴力沙汰、起こしちゃったんスよ」

　どうしてこんなことを話しているのだろう。

　由貴はそう思うが、どこか心地いい。

「そんときは、ただの不良同士の喧嘩。そう思ってたんスけど、俺……野球やってたから、結構力、強かったみたいで……怪我、させちゃって」

　目を閉じると、サラサラと笹の葉が揺れる音がする。

「んで、素行不良で年少に。父ちゃん……結構堅い職だったんで、やめさせられちゃって……このザマ」

「よくある話ですね」

　小鳥遊の言葉に、由貴は目を開く。相変わらず、彼の視線は竹林を捉えたままだ。なにか、それに思い入れがあるのかもしれない。

「そう、よくある話なんス」

　ふっと笑って由貴が続ける。

「だから、俺地元にもいらんなくなって……仕送り、するだけしかできないダメな長男なんスよ」

「……興味ないですね」

（ばっさり、だな）

　由貴は苦笑する。地味に傷ついたのと同時に、小鳥遊らしい反応だ、とも思った。

「そうッスよねえ」

　タクシーはまだやって来ない。

　田舎の病院なのだから、もしかしたらどこかに呼び出し用のベルがあるかもしれない、と由貴は考えつき、立ち上がる。

「俺――」

「竹に……」

「え？」

「私は、幼い頃……竹に花が咲けばいいと思っていました」

「……」

　まだ、小鳥遊の視線は竹林を捉えたまま。由貴はその言葉の意味がよくわからなかった。だが、なにか答えたほうがいいだろうと考えて、彼はこう返す。

「俺、竹の花、見たことあるッスよ」

「え……っ」

「や、だから、竹の花。……あんま綺麗なもんじゃないし、確か竹の花が咲いたあとの竹林はぜんぶダメになるって話です」

「……」

　小鳥遊は大きく目をまたたかせる。

「ふっ、ふふっ……」

「センセ？」

「あはっ、あははっ！　そうなんですか、へえ……あれは咲くのですね」

　幼い時分、ただただ見つめていた祖母の部屋の前の竹林。そうか、あれにもいつかは花が咲き、そして枯れ行く日が来るのか。

　永遠に、あそこには青竹が生えているわけではないのか。

　そう思ったら、小鳥遊は笑いが止まらなくなった。

「そうですか、愛らしくもない、惨めな花を咲かせ、枯れ行くのですか……ふふっ、ははっ」

　初めて見る小鳥遊の満面の笑みに、由貴は病的な何かを垣間見る。だが、それ以上彼は踏み込むことはせず、ベンチに座り直した。別に、何ができるわけでもないが、ただ傍にいることくらいはできる、と思ったのだ。






　……ロータリーに、滑り込むようにタクシーが一台入ってくる。

「由貴くん、代償は身体で払っていただけますか？」

　小鳥遊の手が由貴の服を握る。そのすがるような仕草に、由貴は覚悟を決めた。

「俺に拒否権なんかないじゃないッスか」
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「……っ、あの、やっぱ俺がそっちなんスか？」

　タクシーで乗り付けたインターチェンジ近くのラブホテル。そこの薄いベッドに押し倒されて、由貴は声をあげた。

「そっちというのはネコか、ということです？　それであれば、当然そうでしょう」

「当然って……」

「なぜなら私にはネコの経験がありませんので、リードして差し上げられませんし」

「いやいや、それなら俺だってタチとしてならリー……んんっ」

　乳首をつまみ上げられて、淫らな声を漏らす。自分の唇から漏れたとは思えないほどのその甘さに、由貴は頬を羞恥に染めた。

（こんなに愛らしいのに、タチに回る意味がありません）

　小鳥遊にとってのセックスとは、ひたすらに美しく妖しくいやらしいものなのだ。だから、受け入れる側にはそれ相応の『美』がなくてはならないと思っている。

（それが決定的に、自分には欠如している）

　一糸まとわぬ状態の由貴の足を広げさせる。薄い皮膚の下には、躍動する確かな筋肉があった。その筋をなぞるように丁寧に指で触れていくと、徐々に秘められたソコは花をほころばせていく。

「……んんっ、はぁ……うっ、ぁ……」

　指先を簡単に受け入れた菊門に、小鳥遊は自身の先端をあてがう。

「あっ、やめっ……んっ、そんなのやっぱ入らな……っ」

　ゆっくり、ゆっくりとペニスを飲み込ませていき――そして……。
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　しゅるり、しゅるりと立ち上る紫煙を眺めて、由貴は腰をさすった。

「しんど……」

　そんな由貴のつぶやきが、小鳥遊は聞こえなかったのか、もう一口肺に紫煙を吸い込んだ。

「……」

　あまり、甘くないセックスだった、と由貴は思う。そして、終わってみればなんてことはない。

　確かに役割が違うことへの違和感は尋常ではなかったが、結局、セックスはセックスでしかたなかったのだ。

（これなら、今までのちょっかいのほうがよっぽど……）

　そこまで考えて、ふっとあることに気がついた。

「……あの、違ったらアレなんすけど」

「なんでしょう？」

「いま、ちょっと俺になんか言いたいことあります？」

「……？」

「あ、や……なんつうか、なんか言いたいとき、小鳥遊センセって一瞬目が泳ぐんで」

　初めて指摘された自分のくせに、小鳥遊は目を見開く。そして、由貴の観察眼の鋭さに苦笑した。

　なるほど、こういう男だから自分は気に入ったのだろう。

「由貴くんに、誤解されているようだ、と思いまして」

「誤解？」

「ええ。それをどう解くか、もういっそ解かずにおくべきか、と思案していました」

「……そこは、解いておいてくんないッスかね」

「私が興味がないのは、君の過去。……今の君には、多分に興味があります」

「……へっ？」

　タバコをもみ消して、小鳥遊が由貴に手を伸ばす。そのまま彼の双肩を掴んで、ベッドに押し倒すように反転した。

「ずっと、さっきの会話を反芻していたんですよ」

　予想外の言葉に、由貴の鼓動は早鐘を打った。

「……センセって人に興味なさそうに見えるんスけどね」

「なかったですし、ないですよ。あなた以外」

　そう言って、小鳥遊は由貴と自分の鼻をくっつけ合う。そのまま目を閉じた小鳥遊に、由貴は小さくため息を吐いた。

「俺、ふっつーに女と結婚して、ふっつーに子どもが欲しかったんスけど」

「……それが、過去形な理由はありますか？」

　訊ねてくる小鳥遊の声の低さに、ぞわりと由貴の身体が熱を持つ。

　自分でも、自分の発言の意図がわからなくなって、由貴は小鳥遊の背にそっと腕を回した。自分よりずいぶんと華奢な背だ。筋肉だってあまりない。

（なのに、俺はどうして……）

「や、うん……自分でも、よくわかんねえッス」

　由貴がそう返すと、小鳥遊は彼の唇を奪う。そのまま何度も角度を変えて貪り合いながら、互いの身体を求め合った。

「ん……ちゅっ、ちゅっ……はぁ」

　小鳥遊の指先が彼の肌の上を滑るたびに、由貴の息があがっていく。そのことがたまらなく嬉しくて、小鳥遊は何度も何度も弄ぶように、身体の隅々まで丁寧に触れていった。

「んやぁ……っ、なんで、俺……せなっ、んっ、せなかぁ、ダメっ」

「本当に気持ちのいいセックスをしているときは、どこに触れられても感じるものですよ。それにしても、あなたはやはり過敏ですが」

　そう言って、小鳥遊が背中に口づけを落とす。そのままきつく吸われて、由貴は悲鳴じみた声をあげた。

「んんんっ！　ああっ、ああ……やめっ、ほんと、無理！」

　逃げ惑う由貴が四つん這いの体勢を取る。すると、小鳥遊は後ろから腕を通して、玉袋ごとモノを握り込んだ。

「あっ!?」

　一度ぎゅっときつく掴んだあと、緩急をつけて扱き上げる。そのあまりのテクニックに由貴は膝が震えて、そのまま枕に顔を埋める羽目になった。

「あふっ、ふぁ……あっ、ああ」

　もはや漏れている甘い声が自分のものだとは到底思えない。

　だが、だからこそ、こんなふうに羞恥心もなく泣き喚くことができた。

「んんっ、んぅっ、ああ……！　も、きつっ」

「やっぱり、私の見立てに間違いありません。あなたは私のミューズですよ」

　すぼまったソコが、ゆるく花開く。それに合わせて、先程の性交時よりずいぶんと膨らみ、固くなったペニスを小鳥遊は押し当てた。

「あっ、あああ!?　ちょっ、さっきとちがっ、ああ！」

　すがるようにシーツを掴む手。指先が白くなるほど力が込められている。そんな細部にすらも興奮し、一気に小鳥遊は由貴を貫いた。

「んんんっ！　んっ、んあああ……っ！」

　ペニスで前立腺をこすられた瞬間、由貴はあっけなく射精する。パタパタと落ちていく白濁と共に、瞳からは涙がこぼれた。

「可愛いですよ」

　熱っぽく囁かれて、律動を開始される。自分の体内をぐちゃぐちゃとかき回す音に、由貴はどうしようもなく煽られ、すぐにまたペニスが熱を持ち始める。

「うっ、うぁ……あ！」

　涙でぐちゃぐちゃに濡れた顔を枕に押し当てて、ただなすがままに犯されていく。ここまでくると、もう小鳥遊を強く求めているのが肉欲なのか、恋情なのかわからなくなってくる。

（気持ちいい、しか、考えられなくなって……）

　どうしようもないくらい、ねだるように腰がうずいてしまう。

「もっと……んっ、もっと……ほし、い！　奥まで……っ」

　そう声に出すと、小鳥遊がすぐさま応えるようにねじ入れてくれる。

「んんぁっ！」

　太く固い屹立に直腸を刺激され、由貴は一気に高みへと昇りつめていく。

「由貴、くん……っ」

　甘く掠れた声で名を呼ばれて、彼の限界を悟る。何度もうなずいてやると、小鳥遊のピストンが一気に速度をあげた。

「あっ、ああっ、あああ!?」

　どうしようもないほどに渦巻く欲望を、一気に開放し――

「……くっ」

　二人同時に果てる。

「はあ、はあ……」

　由貴は枕から顔を上げて、未だ繋がったままの小鳥遊へと視線をやった。

「で、創作意欲は湧いたんスか？」

「……っ！」

　目が合った小鳥遊は一瞬驚いた顔をしていたが、すぐに口角を上げて――……にんまりと、意地悪く微笑んだ。

















第五章












「んっ、んちゅっ、じゅ……」

　俺、なんでこんなことしてるんだろう、と思いつつ、由貴は口内の男根をねぶる。丁寧に裏筋にそってなぞりあげると、このペニスの持ち主である小鳥遊は一旦タイピングの手を止めて、掠れた吐息を漏らした。

「……んっ、はぁ……あ、もう少しですよ」

　小鳥遊の言葉にくわえたままうなずいて、吸い上げる。このままのペースだと、上手いこと終われないのでは？　と思い、由貴はきつく舌を張り付かせた。






　あの日、関係を持ってから小鳥遊と由貴はダラダラと肉体を結んでいた。何度も肌を合わせるうちに、もう大して嫌悪感も抱かなくなってきてはいたが、それでも元がノンケである由貴にとってはフェラチオはなかなか苦しいものがある。

（苦手意識っていうか、なんていうか）

　そんなことを考えていると、小鳥遊がそっと由貴の頭を撫でた。そのまま手が頬へと降りて、首筋をくすぐる。

「はー……入稿しましたよ。お疲れ様です」

　そんな言葉をかけられて、由貴は苦笑する。まるで、これでは仕事ではないか。

（あ、いや……あながち間違いでもない？）

　自分が性的にサポートすることにより、小鳥遊は仕事が捗る。それにより由貴は由貴で彼に心置きなく金銭的な援助を頼むことができる。

（最初は売春みたいで抵抗感があったけどな）

　小鳥遊に売春ではなく、これは扶養の一種と言われ、丸め込まれてしまったのだ。

（俺、養われてんのか？）

　あまりこれについては深く考えたくない。掘り下げた結果、大変不本意なところに考えが至ってしまいそうだ。

「あー……で、これどうするの。出さなくて平気なんスか？」

「……」

　由貴の問いに小鳥遊は黙り込む。そして、しばらく悩んだ挙げ句、由貴の頭を撫でてどかし、座卓からベッドへと移動した。ごろんと寝転がった小鳥遊に、由貴は一瞬たじろぐ。これは自分で挿れろ、ということだろうか。

「……やー、それはさすがにまだレベルが高いっていうか……っとと!?」

　立ち上がったところを無理やり引っ張られ、ベッドに引きずり込まれる。そのまま、小鳥遊は由貴の身体をまたぐようにして覆いかぶさった。そして、グッとすぼまりにペニスを押し当て、力を込める。

「……んんっ」

　ペニスを挿入されながら、由貴は思う。結局いつだって、そうなのだ。小鳥遊は本当に由貴が嫌がることはしない。今だって、難色を示したらこうやって自身が主導権を握る形へと持っていってくれた。

（いつも、鈍感なくせに……変なところ、敏いっていうか）

　腰を強く突き出され、根本まで小鳥遊のモノが埋まる。

「……んんっ、ぁ」

　このまま、またどうしようもない快楽が襲いかかってくるのだろう。そう思っていたのだが、いつまで経っても小鳥遊は動き出さない。不思議に思った由貴が瞳を開けると、彼は表情の読めない瞳でじっと由貴を見つめていた。

（なんだ……？　様子がおかしいような）

　だが、こういうときなんて声をかけるのが正解なのか由貴にはわからない。ただひたすら自分も見つめ返していると、唐突に小鳥遊が唇を開いた。

「……私は、旧家に生まれた、いわゆる跡取り息子でして……ずっと、祖母の敷いたレールに従い生きてきたんです」

「いいとこの、おぼっちゃん……ぽいッスもんね」

　体内の異物感を堪えながらそう返すと、小鳥遊は困ったように柔らかく微笑んだ。

「祖母の基準の……良き友を選び、良き小学校、中学校、高校を経て、大学に入り……そのまま一流企業に勤め、良き家のお嬢さんをもらうはずでした」

　そっと小鳥遊の指先が由貴の頬に触れる。そして、慈しむように丁寧に撫であげた。

「ですが、私は今由貴くんを抱いている。……端的に言って、踏み外しましたね」

　そう笑って、そっと口づける。軽く唇を吸われ、ぞわりと下腹部に快感の波が走った。

「踏み外した理由は明白なんです……私には、とてもとても、深く愛した女性が一人だけいました」

　……チクリ。

　胸を刺すような小さな痛みに、由貴は顔をしかめた。もともとはバイではなくノンケだったといつぞや小鳥遊は言っていた。それから考えれば、愛した女の一人や二人居たって、なんらおかしいことはない。

（なのに……なんだ、これ）

「彼女もまた、私を愛してくれていた……と思います。ですが、彼女は……」

　そこで一度言葉を切って、ためらうように視線をそらす。

「教授と教え子という、不倫の果てに子を身ごもりました」

「え……？　まさか、自殺したとか？」

　慌てて由貴が訊ねると、小鳥遊は儚げな笑みを浮かべて、一度大きく腰をグラインドさせた。

「んっ、んぁ……」

「そのほうがきっと私にとってはマシでした」

「？」

「一人で産んで、育てていらっしゃいますよ。お強いですよね、女性は」

　小鳥遊の返答に由貴はホッと胸を撫でおろす。だが、同時に疑問が湧いてきた。ならば、話はただの、浮気相手にされて捨てられただけ、というどうしようもない、しょうもないものだろう。

　小鳥遊がそれを躓きにするほどのことではない。

「んっ、ちょっ、待って……んぁ」

　由貴の腕を掴んで、指と指を絡ませ合う。そして、そのまま小鳥遊はきつく角度をつけてピストンを始めた。

「私は心底思いました。ああ、自分が見ていた彼女は……あの、繊細だった彼女は何だったのだろう、と」

　うわ言のようにつぶやいて、小鳥遊が由貴の乳首を吸う。そのまま唇は移動して、胸の薄い皮膚に赤い花弁を散らしていった。

「あれは、幻影だったんです。私は、女という幻影を……今も追っているのでしょうね」

　……ああ、だから官能小説家なんてものをやっているのか。

　由貴がそのことに気がついたのと同時に、胸の中に黒く渦巻く何かが生まれた。

「母から愛を得られず、祖母からは歪んだ愛を与えられて……私は、結局……」

　……目をそらすんじゃねえよ。

「今でも、もしかしたら……私は……」

　……そんなこと、一切合切、知るか、ボケ。

「だから、私は由貴くんに……――」

「だああっ、うるっせえ！」

「！」

　小鳥遊の顎を掴んで、由貴が視線を合わせる。そして、勢いのままに啖呵を切った。

「今あんたがヤッてんのは女じゃねえよ！　男だ、男！　ざまあみろ！　あんたのミューズとやらは小汚えブルーカラーの男だったんだよ！　諦めろ！」
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「由貴……くん」

「あとなあ、俺が思うに案外男のほうが繊細……あ、いや、それはわかんねえけど……でも、だから、とりあえず、あんたは俺を見てろよ」

　初めて生まれた独占欲、嫉妬。

　そんなものをぶつけられて、小鳥遊は目からウロコが落ちたような気持ちになった。それと同時にどうしようもないほどの熱い情動に突き動かされる。

「あっ!?　ふぁっ、ちょっ、急にっ、んぁっ!?　ああっ！」

「そうですね、あなたの言う通り……！　私は、あなただけを見ていることにします……」

　大きく足を開かせて、何度も何度もベッドがきしむほどに突き上げる。そのまま体の中を縦横無尽に動き回り、隅々まで由貴の味を覚えていった。

（今までの全部がどうでもよくなるぐらい……気持ちがいい）

　小鳥遊は、これは恐ろしいものを手に入れてしまったかもしれない、と思う。

　由貴があえぐたびに、どうしようもないほどの執筆欲が湧いてくる。由貴の声が、涙が、汗が、体液が、結合部がたてる水音が、そのすべてが、小鳥遊にとってカンフル剤にほかならないのだ。

「いくっ、んんぁっ、もっ、ああ……ダメ！」

　由貴が先に果てて、彼のモノの先端から白い欲望が迸る。きつく腸壁を締め上げられて、こちらも高められてしまうが、まだまだ由貴の身体を貪りたい、という欲求はなくならず……。

「待って、あっ、い、ま、イッた、ばっかなのに……」

「由貴くん、由貴くん……っ」

　何度も何度も名前呼んで、突き上げる。

　今抱いている相手が誰なのか、それを自分の脳裏にしっかりと刻み込んで……――






　　　＊＊＊






　カチカチカチ……。

　タイピングする音で目を覚ました由貴は、自分が小鳥遊のベッドの上にいることに気がついた。どうやら、セックス中に気を失ってしまったらしい。

（すっげえ恥ずかしい）

　すべてが溶けてしまうんじゃないかと、本当に心配になるほどの快楽に酔わされて由貴は何度も何度も絶頂を迎えたのだ。

（……や、マジで金玉と腰が痛すぎて起きられる気がしねえし）

　当の小鳥遊は？　と思い暗い部屋の中、光源を探す。すると、彼は部屋の電気もつけずにただひたすら物語を書く作業に没頭していた。

　その姿に、由貴は思わず笑ってしまう。

「ま、センセイらしいッスね」

　小さくつぶやいて、由貴は目をつむる。

　もうこのまま今日はここで寝てしまおう。せいぜい、あとで寝る小鳥遊が困ればいいのだ。

　そんなことを思いながら……。






　　　＊＊＊






「ぎいいやああああああああ!?」

　あられもない叫び声が、昼下がりの大塚荘に響く。ちょうど休日だった由貴はその悲鳴によって起こされた。反射的に慌ててリビングへと続く階段を駆け下りる。

（ってか、今の声って誰だ？）

　寝起きの回らない頭で、今日のみんなの予定を考える。






　……あれから数ヶ月。

　今大塚荘にいるのは、夏生、鳥飼、伊坂、それと自分と小鳥遊だけだ。杜屋は先週ちょうど家を見つけて引っ越したばかり。夏生は最近ほとんど家にいないし、鳥飼もこの時間はいないはずだから、違う。確か、小鳥遊は出版社で打ち合わせだと言っていた。

　ということは……。






「どうしたんスか？　英二さん！　ゴキブリッスか？」

「あば、あばばばば……ゴキブリのほうがよかった、ぜんぜんマシだった」

　顔面蒼白の伊坂が、何やら新聞を握りしめて震えている。リビングの真ん中で縮こまっている彼は今、かなりシュールだ。

「ゴキブリよりマシって……なんスかね」

「見ろぉ。いや、見ないでくれぇえ」

　新聞をこちらに差し出した伊坂だが、なぜかすぐに引っ込める。が、またすぐにこちらに差し出した。

（正直ウザい）

　とは思いつつも、なにかよほどショッキングな記事が載っているのだろう、と伊坂の様子をうかがう。すると、彼はしばらくの後、意を決した様子で新聞を広げてみせた。

「小鳥遊先生の、新作がぁ……！　新作がぁああああ!?」

「へ？　センセの本ッスか？」

　つられて、新聞の見出しを見る。すると、そこにはでかでかと【新境地！　男同士の快楽！】という煽りが。

「……う、っわあ」

　途端に足元が揺らいだ。かなりの衝撃にしばらく、伊坂と二人、目を合わせてただひたすらに無言を貫いた。

　と、そこに鍵を開ける音が響く。

「ただいま、です」

「お邪魔します……」

　その声に先に反応したのは、由貴ではなく伊坂だった。まさに光の速さ、といった速度感で彼に詰め寄る。そして、同伴者がいることなんてお構いなしに、小鳥遊を質問攻めにし始めた。

「なんでなんすか!?　どうしてこんなことにぃ！　俺はあの美しい女性がぁあ！」

「ああ、はい。ちょっと通してくださいね」

　もうずいぶんと扱いに慣れた様子で、小鳥遊は伊坂をいなす。そして、そのまま初めて見る背広の男性と共に由貴の前まで歩み寄り……。

「これが、私のミューズです」

「へ？」

「ああ！　あなたが例の！」

「ちょ、どゆこと!?　由貴くーん!?」

　救いを求めるように由貴は小鳥遊へと目をやる。すると、彼はいつになく柔らかな笑みを浮かべた。

「あ、彼、深山氏は私の担当編集です」

「あ、ども」

「はい、どうも。にしても、そうですかそうですか、どうぞ一生このままミューズでいてくださいね」

　深山はぎゅっと由貴の手を握って、至極上機嫌に笑う。

「いやあ、今まで先生は締め切りも千切るし、日算もそう多くはなかったんですが、あなたと知り合ってからというもの、描写の方も含めてすべて一皮剥けたようで、大変ありがたく……このままいけば、私もやっと担当を外れられそうです」

「え」

「いえ、それはダメです。根本問題である、惚れられること、はクリアされていませんから」

　すげなく小鳥遊に却下され、深山はチッと小さく舌打ちをした。その様子をじっと見つめていた伊坂は何かを察したらしく、引きつった笑いを浮かべた。

「あは、あははは……は～、コーヒー淹れてこよう」

　するすると伊坂はそのままキッチンへと消えていく。その背をすがるように見つめた由貴だが、結局現実を直視するしかないと判断し、小鳥遊と目を合わせた。

「というわけで、事情は察してくださいましたね？」

「ああ、それは十二分に」

「なので、私の印税、彼に分けられるようにしたいのですが、はからっていただけますか？」

「へ!?」

　突然の申し出に、由貴が目を見開く。

「いや、それは……やはり法的に簡単なことではなく」

「ですが、今私になにかあったとき、彼にはあまり金銭を残すことができない可能性が出てきます。もちろん遺書などは作成しておきますが、遺留分というものがありますからね」

「ちょっ、センセ、死ぬんスか!?」

「いや、もちろん死ぬつもりはありませんよ。仮に、の話で」

　そうまくしたてた小鳥遊に対して、深山は困ったように小首をかしげる。そのタイミングで伊坂はアイスコーヒーを人数分ダイニングテーブルの上に並べた。

　深山はふっと思い出す。本当はブラックが苦手なのに、無理して飲んでいた小鳥遊の姿を。だから、慌てて小鳥遊の分だけミルクとガムシロップをもらおうと思ったのだが……。

「あ……」

　よくよく見れば、小鳥遊の分だけガムシロップとミルクが適量隣に置かれている。

　なるほど、彼はここで得難いものを本当に得ることができたらしい。

「あ、そうか」

「ど、どうしたんスか」

　唐突に何かを思いついた小鳥遊に、由貴は嫌な予感を覚え……。

「養子縁組ですよ。法的に扶養してしまえばいいのです。それであれば、あなたを伴侶ではなく子として関係づけられますから、信条にも反しません」

「し、信条とか知らねえッスよ！　変な話に持っていかないでくれません!?」

　慌てて由貴が声をあげるが、小鳥遊はもうおかしなスイッチが入ってしまったらしい。

「そうだ、そうですよ。あなた、私の子になってください」

「い、嫌ですって！　嫌……んっ!?　んむ!?」

　小鳥遊に唇を奪われて、由貴は目を白黒させる。その横で深山は一瞬目を見開いたが、そういえば件の後輩も最近男と同棲していると聞く。なるほど、思っていたより世の中には同性愛者は多いらしい、と考えを飛ばしていた。

「わーお」

　伊坂は低くつぶやいて、視線をそらした。そして、そのまま自分と杜屋の怒涛の数ヶ月に思いを馳せて……。

「あー……うん、なんで大塚荘に入る男はみんなゲイになっちゃうのかなー？」

「！」

「ぶはっ」

　伊坂の言葉に、小鳥遊は由貴を解放する。そして、瞳をキラリと輝かせた。

「夏生ちゃんの呪いかなー。夏生ちゃん、すげえなー」

「伊坂さん、その話、詳しくお願いします！」

　ぐぐっと小鳥遊が伊坂に詰め寄る。彼の表情は爛々と好奇心に満ち溢れている。そんな姿を見て、深山は思わず笑ってしまう。

　会ったばかりの頃は、本当に無表情だった彼が、ついにはこんな顔をするようになったのか。そんな感慨深い思いに囚われて、まだ肩で息をしている由貴にそっと近づいた。

「……先生を、よろしくお願いしますね」

　由貴は一瞬言葉に詰まり、うつむく。そして、そのまま後頭部をガシガシと掻きながら言葉を返した。

「……でも、養子縁組はお断りッス」
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